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平成17年分所得税と平成18年度市・県民税は、平成17年１月１日から12月31日までの１年
間に得た所得に対してかかる税金です。
税制改正により所得の計算方法などが変わりましたので、主な内容をお知らせします。

◎公的年金等に係る雑所得の速算表（65歳以上の人に適用）

１　公的年金等の所得の計算方法が変わります

２　老年者控除が廃止されます

３　寡婦（夫）控除の範囲が広くなります

65歳以上で前年の合計所得金額が１千万円以下の人に適用された
老年者控除（所得税50万円、市・県民税48万円）が廃止されます。

老年者控除の廃止に伴い、65歳以上の人も、配偶者と離婚・死別
された場合、一定の要件を満たせば寡婦（夫）控除が受けられます。

公的年金等控除が改正されたため、前年12月31日現在の年齢
が65歳以上の人については、公的年金等の所得の計算方法が次
の表のようになります。（65歳未満の人は、従来と同じです。）

奈良しみんだより
平成17年（2005年）11月

2

所得税・住民税の計算方法が変わります

公的年金等の収入金額の合計額［Ａ］

1,400,000円まで
1,400,001円から　 2,599,999円まで
2,600,000円から　 4,599,999円まで
4,600,000円から　 8,199,999円まで
8,200,000円以上

公的年金等の所得金額

所得金額は「０」です。
［Ａ］－ 1,400,000円
［Ａ］×75％－750,000円
［Ａ］×85％－1,210,000円
［Ａ］×95％－2,030,000円

改
　
正
　
前

改
　
正
　
後

1,200,000円まで
1,200,001円から　 3,299,999円まで
3,300,000円から　 4,099,999円まで
4,100,000円から　 7,699,999円まで
7,700,000円以上

所得金額は「０」です。
［Ａ］－ 1,200,000円
［Ａ］×75％－375,000円
［Ａ］×85％－785,000円
［Ａ］×95％－1,555,000円



５　次のような市・県民税の改正もあります

【問い合わせ】所得税は、奈良税務署 蕁０７４２－２６－１２０１㈹
市・県民税は、市民税課 蕁０７４２－３４ー１１１１㈹
森林環境税は、県税務課 蕁０７４２－２２ー１１０１㈹又は、

県税事務所 蕁０７４２－２５ー０７７１㈹

③「生計同一の妻」は均等割の全額がかかります
夫婦とも奈良市に住んでいて、均等割を納める夫と生計を一にし、前年の合計所得金額

が一定額（注２）を超える妻は、均等割が平成17年度は２分の１に減額されましたが、平
成18年度から全額（市民税 3,000円　県民税 1,500円（森林環境税を含む。））かかります。
（注２）本人が障がい者でなく、控除対象配偶者と扶養親族がない場合は、31万５千円（パート収入で96万５
千円）。

①県森林環境税が新設されました
県内の森林をすべての県民の環境資源として守り育てる事業の経費に充てるため、平成18

年度から平成22年度まで、県民税の均等割額に500円が加算されます（1,000円→1,500円）。
②65歳以上の人の市・県民税の非課税措置が廃止されます
65歳以上で前年の合計所得金額が125万円以下の人に適用されていた市・県民税の非課税

措置が廃止され、平成18年度から65歳以上で前年の合計所得金額が一定額（注１）を超える
人は、市・県民税がかかることになります。
（注１）本人が障がい者や寡婦（夫）でなく、控除対象配偶者と扶養親族がない場合は、31万５千円（年金収

入で 151万５千円）。

ただし、経過措置として平成17年１月１日現在で65歳以上の人は、前年の合計所得金額が 125万円以下であ

れば、平成18年度と平成19年度は税額が軽減されます。
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４　定率減税が縮減されます

税額から控除される定率控除の額が、２分の１に縮減されます。

所得税

市･県民税
所得割額の15％相当額を
控除（上限は４万円）

所得税額の20％相当額を
控除（上限は25万円）

改　　　正　　　前 改　　　正　　　後 備　　　　　　　考

所得税額の10％相当額を
控除（上限は12万５千円）

平成18年分（平成18年1月
1日～12月31日の所得）か
ら適用

所得割額の7.5％相当額を
控除（上限は２万円）

平成18年度（平成17年1月
1日～12月31日の所得）か
ら適用

平成18年度

平成19年度

市　　　　　民　　　　　税

均等割

1,000円

2,000円

所　　　得　　　割

所得割額の3分の2相当額を控除

所得割額の3分の1相当額を控除

県　　　　　民　　　　　税

均等割

400円＊

900円＊

所　　　得　　　割

所得割額の3分の2相当額を控除

所得割額の3分の1相当額を控除

＊森林環境税（平成18年度100円、平成19年度300円）を含む。



11月11日～17日は「税を考える週間」
～この社会あなたの税がいきている～

市は、市民のみなさんと一緒に考える市政を基本
として、次世代が夢と誇りを持てる「魅力ある奈良」
の実現をめざしています。
近年、少子・高齢化が進むなか、行政が担うべき

役割はますます大きくなってきており、道路や下水
道など住環境の整備をはじめ、各種福祉施策の実施、
教育の充実、ごみ処理、消防・救急業務、保健所や

病院の運営等々、様々な事業を行っています。
こうした市民サービスを実施するために市税は大

きな役割を果たしており、平成17年度一般会計歳
入予算1,093億円のうち、実に48.2％の527億円
を市税収入が占め、たいへん貴重な財源となってい
ます。

今一度、税の大切さを考えてみましょう。

市税の納期内納付に協力してください
～市税は市民みんなの大切な財産です～

みなさんから納められた市税は、市の財源となり各
種事業に使われています。市税を有効に使うためにも、
納期内の納付にご協力ください。

【納税相談】生活を営む上で、どうしても納期限までに
納税できない場合は、納税通知書と印鑑を持参して納
税課へ相談してください。

源泉所得税の年末調整説明会
（事業者向け）

とき…12月１日貅午後１時半～

３時半　蜷ところ…県文化会館

（登大路町） 蜷内容…年末調整
の仕方や法定調書の書き方等につ

いて　蜷問い合わせ…奈良税務署

（蕁０７４２－２６－１２０１）へ。

※例えば、 270万円の年金収入がある67歳の夫が62歳の妻を扶養する場合、

平成17年度と平成18年度の市・県民税を比べてみると・・・
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収入金額

所得金額
(公的年金等
控除後の金額)

老年者控除

配偶者控除

基礎控除

所
　
　
　
得
　
　
　
割

課税標準額

所得割額

定率控除

定率控除後
の税額

均　等　割

年　税　額

平　成　１　７　年　度 平　成　１　８　年　度

市　民　税 県　民　税 市　民　税 県　民　税

2,700,000円①

2,700,000円×0.75－ 750,000円
＝1,275,000円②

480,000円③

330,000円④

330,000円⑤

⑥×３％
＝4,000円⑦

600円⑨

⑦－⑨＝ 3,400円⑪

3,000円⑬

⑪＋⑬＝ 6,400円⑮

⑥×２％
＝2,700円⑧

500円⑩

⑧－⑩＝ 2,200円⑫

1,000円⑭

⑫＋⑭＝ 3,200円⑯

⑮＋⑯＝ 9,600円

2,700,000円①

2,700,000円－ 1,200,000円
＝1,500,000円②

－

330,000円④

330,000円⑤

⑥×３％
＝25,200円⑦

⑥×２％
＝16,800円⑧

1,900円⑨ 1,300円⑩

⑦－⑨＝23,300円⑪ ⑧－⑩＝15,500円⑫

3,000円⑬ 1,500円⑭＊

⑪＋⑬＝26,300円⑮ ⑫＋⑭＝17,000円⑯

⑮＋⑯＝43,300円

②－（③＋④＋⑤）＝ 135,000円⑥ ②－（④＋⑤）＝ 840,000円⑥

＊森林環境税（500円）を含む。
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次のとおり、一般競争入札により市有財産を売却
します。
【公売物件】

【一般競争入札参加者の資格】
地方自治法施行令第167条の４第１項に該当する人

及び同条第２項各号の一に該当し、市契約規則第３
条の規定により市の入札に参加を禁じられている人
は、入札に参加できません。
【入札受付】
と　き…11月25日貊午前10時～10時半。入札保証

金を納入し、受付を完了してください。
ところ…市役所北棟６階第22会議室

【入札・開札】
と　き…11月25日貊午前10時45分入札。締め切り

後に開札。
ところ…市役所北棟６階第22会議室

【入札保証金】
入札に参加しようとする人は、入札金額の100分の

５以上に相当する金額を、現金または銀行振出小切
手にて入札受付場所で納入してください。
【説明会】
と　き…11月18日貊午前10時
ところ…市役所中央棟６階第23会議室
※ 公売物件について条件を指定していますので、入
札に参加する人は説明会に参加してください。また、
説明会に参加できない人は、11月21日豺～24日貅
（祝日を除く）に、必ず管財課へ詳細を問い合わせて
ください。
【問い合わせ】同課へ。

【売却する保留地】

・用途地域…商業地域
・建ぺい率 ／容積率（％）…80／400
・建築物の高さの最高限度…25m

【入札参加申し込み】
●案内書（申込書）の配布
11月１日貂～15日貂（土・日曜日、祝日を除く）

に、売却に関するくわしい内容（売却の条件・申し
込み参加資格・入札の条件など）を記した案内書を
ＪＲ奈良駅周辺開発事務所で配布し、必要事項を説
明します。
●申し込み
11月１日貂～15日貂に同事務所へ持参（土・日曜

日、祝日を除く）または郵送してください。郵送の
場合、15日までの消印があり、18日までに到着した
ものは有効とします。
【入札の日時・場所】
とき…12月６日貂、物件①＝午前９時半、物件

②＝午前９時50分、物件③＝午前10時10分、物件
④＝午前10時半　蜷ところ…同事務所　蜷その他…
郵送での入札は不可。必ず本人または代理人が当日
行ってください。
【問い合わせ】
ＪＲ奈良駅周辺開発事務所（〒630-8122三条本町

１－８０　蕁０７４２－３６－０３６０）へ。

市 有 財 産 公 売 公 告

所　　在

押熊町

押熊町

合　　計

地　　番

―
2268番２

2268番１

地目

―
堤塘

溜池

公簿面積

1,917.07㎡

534.76㎡

1,382.31㎡

実測面積

1,916㎡

534㎡

1,382㎡

土地区画整理事業(ＪＲ奈良駅周辺地区)の保留地を売却

現在施行中の土地区画整理事業で区域内に設定された保留地のうち、既に完成し使用できる土地を次のとお
り一般競争入札により売却します。

物件番号

④

③

②

①

位　　　置

三条本町20街区２号

三条本町19街区２－１号

三条宮前町12街区８号

三条本町４街区３号

128.66㎡

251.79㎡

178.08㎡

地　積

105.03㎡
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○
市
長
の
職
に
あ
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た
人

大
川
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則

74
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篠
町
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と
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、
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に
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○
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自
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と
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い
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て
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に
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消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の

任
務
に
率
先
し
て

精
励
さ
れ
て
い
る
。

○
教
育
、
学
芸
、
文
化
、
産
業
等
の
発

展
又
は
社
会
福
祉
の
向
上
に
つ
い
て
そ

の
功
績
が
顕
著
な
人

本
坊
信
男

64

左
京
二
丁
目

市
軟
式
野
球
連
盟

理
事
、
市
体
育
協
会

理
事
等
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

上
田
堯
英

57

南
肘
塚
町

市
ラ
イ
フ
ル
射
撃

協
会
理
事
、
市
体
育

協
会
理
事
等
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

平
岡
弘
一

64

京
都
府
山
城
町

市
ス
キ
ー
協
会
理

事
長
、
市
体
育
協
会

常
任
理
事
等
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

福
井
勝
治

67

朱
雀
六
丁
目

平
城
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会

長
等
と
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

菊
花
か
お
る
「
文
化
の
日
」
に
奈
良
市
表
彰

式
を
午
前
９
時
半
か
ら
市
役
所
正
庁
で
行
い
ま

す
。市

政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
135
人
に
表
彰
状

を
贈
り
、
そ
の
功
績
や
善
行
を
広
く
顕
彰
し
ま

す
。
表
彰
を
受
け
る
人
々
と
、
そ
の
主
な
事
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
広
報
課
へ
。

氏名の下は11月３日現在の
年齢。以下住所、事績の概要
の順。敬称略。順不同。

市
の
表
彰
に輝

く
人
々

平
成
17
年
奈
良
市
表
彰
式

11
月
3
日
「
文
化
の
日
」
に
135
人
を
表
彰

有
功
表
彰
（
16
人
）

功
労
表
彰
（
113
人
）
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岡
本
ト
ヨ
子

61

法
蓮
町

市
茶
華
道
連
盟
常

任
理
事
等
と
し
て
、

文
化
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

北
川
健
三

70

西
大
寺
国
見
町
一
丁
目

県
菊
花
連
盟
副
会

長
等
と
し
て
、
文
化

の
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

野
村
正
雄

62

登
美
ヶ
丘
二
丁
目

市
観
光
協
会
理
事

等
と
し
て
、
観
光
産

業
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
た
。

増
田
孝
雄

74

登
大
路
町

奈
良
商
工
会
議
所

議
員
・
常
議
員
と
し

て
、
商
工
業
の
振
興

と
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

中
野
重
宏

77

高
畑
町

奈
良
商
工
会
議
所

議
員
と
し
て
、
商
工

業
の
振
興
と
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

上
田
　
明

73

青
野
町

筆
の
普
及
に
努
め

ら
れ
、
伝
統
産
業
の

振
興
と
発
展
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

栗
田
尚
幸

75

大
和
郡
山
市

墨
づ
く
り
に
精
進

さ
れ
、
伝
統
産
業
の

振
興
と
後
継
者
の
育

成
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

上
田
憲
一

85

藤
ノ
木
台
三
丁
目

富
雄
南
地
区
万
年

青
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
と
し
て
、
高
齢
者

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

○
10
年
以
上
自
治
会
長
の
職
に
あ
る
人

田
利
嗣

68

高
畑
町

閼
伽
井
町
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

今
西
健
二

77

川
上
町

川
上
東
町
第
１
自

治
会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

松
岡
泰
夫

66

雑
司
町

三
笠
山
麓
町
自

治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

小
林
純
一

73

内
侍
原
町

内
侍
原
町
自
治

会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

吉
村
正
利

46

法
蓮
町

法
蓮
南
一
丁
目
東

自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

中
照
雄

59

法
蓮
町

法
蓮
町
北
一
丁
目

自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

濱
藤
豊
泰

82

法
蓮
町

黒
髪
山
町
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

新
木
悦
也

74

今
辻
子
町

今
辻
子
町
自
治
会

長
と
し
て
、
地
域
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い

る
。

西
田
輝
吉

56

大
宮
町
二
丁
目

大
宮
町
二
丁
目
第

１
自
治
会
長
と
し

て
、
地
域
振
興
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

柿
金
次
郎

81

法
華
寺
町

南
袋
町
二
丁
目
自

治
会
長
、
法
華
寺
東

町
第
三
自
治
会
長
と

し
て
、
地
域
振
興
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

中
尾
清
忠

61

古
市
町

古
市
町
第
５
自
治

会
長
と
し
て
、
地
域

振
興
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

寺
井
　
隆

76

古
市
町

春
日
苑
一
丁
目
自

治
会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

杉
浦
　
清

67

東
九
条
町

東
九
条
町
第
７
自

治
会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

松
本
末
男

74

尼
辻
北
町

尼
辻
北
町
自
治

会
長
と
し
て
、
地

域
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

松
村
久
男

83

秋
篠
早
月
町

秋
篠
早
月
町
第
四

自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

木
村
節
二

80

学
園
北
二
丁
目

学
園
北
二
丁
目

自
治
会
長
と
し
て
、

地
域
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

○
10
年
以
上
民
生
委
員
そ
の
他
法
令
又

は
条
例
に
基
づ
き
選
任
さ
れ
た
審
議
会

等
の
委
員
の
職
に
あ
る
人

笹
岡
佳
　
子

63

西
大
寺
本
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

赤
井
知
代

73

登
大
路
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

飯
田
善
之

71

三
条
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
尾
清
司

59

西
寺
林
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

佐
原
房
子

69

三
条
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

久
保
英
雄

58

南
紀
寺
町
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

平
野
い
そ
の

57

南
紀
寺
町
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

米
澤
照
代

63

南
紀
寺
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

田
中
幸
子

63

南
京
終
町
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

井
田
梅
子

62

法
蓮
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

島
津
幸
男

71

北
袋
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

北
條
幹
二

58

北
小
路
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。
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岡
田
健
一
郎

65

三
条
大
路
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
千
枝
子

66

大
宮
町
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

木
田
好
子

74

芝
辻
町
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

島
田
正
一

75

芝
辻
町
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

兒
島
孝
夫

64

赤
膚
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

久
萬
那
枝

58

四
条
大
路
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

浅
田
　
夫

69

藤
原
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

山
下
惠
子

古
市
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

藤
次
　
弘

65

北
永
井
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

齋
藤
由
紀
子

66

神
殿
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

堀
井
尚
子

70

西
九
条
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

田
太
三

57

東
九
条
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
啓
之

74

柴
屋
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

鳥
居
昌
野

74

窪
之
庄
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

米
澤
美
代
子

71

押
熊
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

吉
田
俊
章

65

中
山
町

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

＝
写
真
掲
載
辞
退
＝

梶
谷
昭
子

63

秋
篠
三
和
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

今
中
正
夫

70

西
大
寺
野
神
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
西
ヒ
サ
子

61

疋
田
町
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

齋
藤
佳
代

62

西
大
寺
国
見
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

歌
川
　
修

68

宝
来
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

山
口
和
男

73

西
大
寺
新
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

冨
澤
幸
代

65

学
園
朝
日
元
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
倉
多
恵

64

学
園
朝
日
元
町
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

松
佳
子

66

学
園
南
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
野
　
都

64

三
碓
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
　
彪

62

中
登
美
ヶ
丘
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

宮
西
　
雄

75

富
雄
元
町
四
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

細
川
俊
弘

74

富
雄
北
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

平
井
親
司

59

学
園
中
四
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

津
田
忠
　

67

学
園
中
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

松
本
光
司

73

千
代
ヶ
丘
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

冨
岡
　
進

69

千
代
ヶ
丘
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
木
　
博

53

二
名
平
野
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
上
賀
津
子

66

学
園
緑
ヶ
丘
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

大
湊
博
子

56

東
登
美
ヶ
丘
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

高
橋
澄
子

73

東
登
美
ヶ
丘
五
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

窪
勉
子

64

杣
ノ
川
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

谷
口
澤
子

72

右
京
五
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

古
川
千
鶴
子

58

朱
雀
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。
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友
納
朝
夏

62

朱
雀
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

＝
写
真
掲
載
辞
退
＝

山
下
雄
司

69

朱
雀
五
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

荻
野
末
子

59

左
京
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

木
村
稜
孔

恋
の
窪
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

橋
勝
子

58

四
条
大
路
一
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

加
藤
　
博

75

右
京
二
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
川
加
年
子

70

今
市
町

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

國
分
昭
則

70

あ
や
め
池
南
三
丁
目

民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

川
村
晴
子

67

富
雄
北
三
丁
目

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政

推
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

櫻
井
立
良

58

北
登
美
ヶ
丘
二
丁
目

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政

推
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

平
井
タ
カ
ネ

65

白
毫
寺
町

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政

推
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

岡
正
男

74

押
熊
町

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
委
員
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政

推
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
。

○
15
年
以
上
消
防
団
の
団
員
と
し
て
勤

続
し
特
に
功
績
顕
著
な
人

稲
崎
　
孝

56

八
島
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

吉
田
康
次

45

此
瀬
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

竹
田
知
弘

38

富
雄
北
三
丁
目

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

竹
村
久
男

55

南
永
井
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

吉
川
健
太
郎

56

宝
来
一
丁
目

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

福
井
忠
詞

51

東
九
条
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

川
口
充
弘

56

白
毫
寺
町

市
消
防
団
員
と
し

て
、
地
域
防
災
の
任

務
に
率
先
し
て
精
励

さ
れ
て
い
る
。

○
市
の
公
益
に
関
し
功
績
が
顕
著
な
人

堀
池
信
雄

56

西
登
美
ヶ
丘
五
丁
目

市
の
各
種
予
防
接

種
業
務
や
休
日
夜
間

応
急
診
療
業
務
に
協

力
さ
れ
、
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

花
本
樹
芳

57

西
登
美
ヶ
丘
三
丁
目

市
の
各
種
予
防
接

種
業
務
や
休
日
夜
間

応
急
診
療
業
務
に
協

力
さ
れ
、
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

中
川
佳
昭

56

疋
田
町

市
の
各
種
予
防
接

種
業
務
や
休
日
夜
間

応
急
診
療
業
務
に
協

力
さ
れ
、
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

明
崎
富
美
雄

55

秋
篠
早
月
町

市
の
各
種
歯
科
検

診
や
休
日
歯
科
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
健
康
増

進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

掛
樋
　
明

55

法
蓮
町

市
の
各
種
歯
科
検

診
や
休
日
歯
科
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
健
康
増

進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

広
畑
節
代

77

毘
沙
門
町

市
の
各
種
歯
科
検

診
や
休
日
歯
科
応
急

診
療
業
務
に
協
力
さ

れ
、
市
民
の
健
康
増

進
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

中
山
美
恵

62

西
千
代
ヶ
丘
三
丁
目

市
の
休
日
夜
間
応

急
診
療
所
の
薬
剤
業

務
等
に
協
力
さ
れ
、

市
民
の
健
康
増
進
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
。

奥
本
　
清

66

川
上
町

市
少
年
指
導
委
員
と
し
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

＝
写
真
掲
載
辞
退
＝

頼
田
堯
子

69

法
蓮
町

市
少
年
指
導
委
員

と
し
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

乾
　
善
重

58

田
中
町

市
少
年
指
導
委
員

と
し
て
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

大
木
　
博

53

二
名
平
野
一
丁
目

市
少
年
指
導
委
員
と
し
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

＝
写
真
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
項
に

掲
載
＝

※
功
労
表
彰
の
う
ち
三
人
掲
載
辞
退

○
市
の
公
益
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄

付
し
た
人

襟
立
　
瑛

63

堺
市

文
化
振
興
の
た
め

に
と
書
作
品
を
寄
贈

さ
れ
た
。

河
野
信
子

82

鎌
倉
市

文
化
振
興
の
た
め

に
と
書
作
品
を
寄
贈

さ
れ
た
。

岩
本
潤
三

71

右
京
四
丁
目

社
会
福
祉
の
た
め

に
と
多
額
の
浄
財
を

寄
付
さ
れ
た
。

○
善
行
が
著
し
く
市
民
の
模
範
と
な
る
人

上
條
正
幸

61

桜
井
市

駅
前
で
、
あ
い
さ

つ
運
動
等
の
実
践
や

バ
ス
停
に
プ
ラ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
き
れ

い
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。※

善
行
表
彰
の
う
ち
二
人
掲
載
辞
退

善
行
表
彰
（
６
人
）
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文
化
財
を
火
災
等
あ
ら
ゆ

る
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
「
文
化
財
」

に
対
す
る
愛
護
思
想
と
防

火
・
防
災
意
識
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
開
き
ま
す
。

▼
と
き
…
来
年
１
月
22
日
豸

午
後
１
時
〜
３
時
半
（
受
付

は
零
時
半
〜
）

▼
と
こ
ろ
…
平
城
宮
跡
資
料
館

講
堂
（
佐
紀
町
）

▼
内
容
…
奈
良
文
化
財
研
究

所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
長
の
川
越
俊
一
さ
ん
の

講
話
「
平
城
京
の
災
害
と
防
災
」、
市
消
防
局
文
化

財
防
災
官
の
講
話
「
奈
良
市
の
文
化
財
防
災
に
つ

い
て
」、平
城
宮
跡
資
料
館
見
学
　
▼
定
員
…
200
人
。

多
い
場
合
は
抽
選
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
人

数
を
書
い
て
、
来
年
１
月
10
日
ま
で
に
消
防
局
予

防
課
（
〒
630-

8145
八
条
五
丁
目
404
―
１
・
蕁
0742
―
35

―
１
１
９
２
）
へ
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
課
へ
。

と
き
…
11
月
９
日
貉
、
27
日
豸
午
後
１
時
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
防
災
セ
ン
タ
ー
（
八
条
五
丁
目
）

▼
内
容
…
心
肺
そ
生
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
法

▼
申
し
込
み
…
講
習
日
の
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
（
蕁
0742
―
35
―
１
１
０
６
）
へ
。

11月9日～15日は秋季全国火災予防運動
「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」（全国統一防火標語）

朱雀門（観光協会提供）

文
化
財
防
火
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

応
急
手
当
普
及
講
習

防
災
セ
ン
タ
ー
体
験
学
習

各
種
災
害
の
学
習
や
擬
似
体
験
（
消
火
・
煙
避

難
・
台
風
・
地
震
）
を
通
じ
て
、
正
し
い
知
識
と

確
か
な
技
術
を
学
べ
ま
す
。

開
館
時
間
…
午
前

９
時
半
〜
午
後
４
時
半
。
団
体
利
用
の
み
要
予
約

▼
休
館
日
…
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、

祝
日
。

寝タバコは、絶対やめ
ましょう

火災を小さいうち
に消すために、住
宅用消火器等を設
置しましょう

寝具や衣類からの
火災を防ぐため
に、防炎製品を使
いましょう

１．消防法改正をふまえた住宅防火対策の推進
２．放火火災・連続放火火災予防対策の推進
３．震災時における出火防止対策等の推進
４．地域における防火安全体制の充実

５．特定防火対象物における防火安全対策の徹底
６．小規模雑居ビル等の消防法令違反対象物の危険　
性の周知徹底

７．消火器の適切な維持管理の推進

【問い合わせ】消防局予防課（蕁０７４２－３５－１１９２）へ。

重
点
項
目

３つの習慣

４つの対策

火災は、尊い命や財産を一瞬にして奪ってしまう恐ろしいものです。
「これぐらい大丈夫」といった油断や、ちょっとした不注意から火災を発
生させないよう、一人ひとりが火災予防を心掛けましょう。

住宅防火
いのちを守る
７つのポイント

ストーブは、燃えやす
いものから離れた位置
で使用しましょう

逃げ遅れを防ぐため
に、住宅用火災警報器
等を設置しましょう

ガスコンロなどのそば
を離れるときは、必ず
火を消しましょう

お年寄りや身体の不
自由な人を守るため
に、隣近所の協力体
制をつくりましょう
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奈良市人権教育・啓発推進本部

人権擁護啓発作品から

都
南
中
学
校

榧
木
美
佳
さ
ん

人権4コマまんが

毎月11日は
「人権を確かめあう日」

七つの色が存在しあうからこそ美しい虹のように
互いの違いを認めあう「共生の社会」をめざして

◆
人
権
啓
発
の
取
り
組
み

奈
良
市
で
は
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10

年
」
奈
良
市
行
動
計
画
に
基
づ
き
、「
同
和
問
題
」

「
女
性
」「
子
ど
も
」「
高
齢
者
」「
障
が
い
者
」

「
外
国
人
」
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
つ
い
て

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト
・
広
報
誌
な
ど
に
よ
る
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ど

の
よ
う
な
機
会
に
参
加
し
体
験
す
る
こ
と
が
多

い
の
か
質
問
し
ま
し
た
。

「
何
回
も
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
人
で
は
、

「
新
聞
で
読
ん
だ
」
が
36
・
2
%
で
最
も
高
く
、

次
い
で
「
掲
示
物
（
ポ
ス
タ
ー
等
）
で
見
た
」

が
35
・
5
%
、「
市
の
広
報
誌
・
冊
子
で
読
ん
だ
」

が
33
・
5
%
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
講
演
会
、
研
修
会
へ
参
加
し
た
」
が
15
・
5
%
、

「
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
」
が
5.7
%
と
低
く
な
っ

て
お
り
、
自
主
的
な
啓
発
活
動
へ
の
参
加
・
体

験
は
少
な
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
人
権
問
題
に
対
す
る
啓

発
活
動
へ
の
参
加
・
体
験
が
多
い
の
か
を
み
る

と
、「
日
本
に
居
住
、
滞
在
す
る
外
国
人
に
対
す

る
差
別
・
人
権
侵
害
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で

「
子
ど
も
に
対
す
る
差
別
・
人
権
侵
害
」、「
Ｈ
Ｉ

Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
感
染
者
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等

に
対
す
る
差
別
・
人
権
侵
害
」、「
同
和
問
題
に

よ
っ
て
起
き
る
差
別
・
人
権
侵
害
」、「
女
性
に

対
す
る
差
別
・
人
権
侵
害
」、「
高
齢
者
に
対
す

る
差
別
・
人
権
侵
害
」、「
障
が
い
者
に
対
す
る

差
別
・
人
権
侵
害
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

特
に
大
き
な
差
は
な
く
均
衡
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
人
権
教
育
・
啓
発
に
参
加
・
体
験
し

た
人
の
効
果
を
見
て
み
る
と
、「
女
性
の
社
会
進

出
や
固
定
的
役
割
の
解
消
な
ど
、
男
女
共
同
参

画
と
い
う
状
況
が
増
え
て
き
た
」
が
60
・
0
%

で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
障
が
い
者
が
社
会
に

参
加
す
る
姿
を
見
聞
き
す
る
機
会
が
増
え
て
き

た
」
が
45
・
0
%
、「
人
権
尊
重
の
視
点
か
ら
、

従
来
の
風
習
や
習
慣
、
行
政
施
策
な
ど
を
見
直

そ
う
と
い
う
動
き
が
増
え
て
き
た
」、「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
な
ど
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る

よ
う
な
変
化
が
増
え
て
き
た
」
は
そ
れ
ぞ
れ

42
・
5
%
と
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

奈
良
市
に
お
け
る
人
権
問
題
の
現
状
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
啓
発
や

教
育
の
課
題
・
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

昨
年
2
月
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
系
統
無

作
為
抽
出
し
た
16
歳
以
上
の
市
民
6
千
人

を
対
象
に
「
人
権
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果

を
4
回
に
わ
た
っ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
４
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
差
別
・

人
権
侵
害
に
対
す
る
感
じ
方
、
ま
た
取
り
組

み
方
は
、
年
齢
層
に
よ
る
違
い
は
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
全
般
的
に
多
様
化
す
る
人
権
問
題

へ
の
認
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。

『
人
権
』
が
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
日
常
生
活
に
根
付
き
、「
す
べ
て
の
人
々

が
し
っ
か
り
し
た
人
権
意
識
を
も
ち
、
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
近
隣
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

再
生
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
こ
の
意
識

調
査
を
も
と
に
啓
発
の
内
容
や
手
法
に
検
討

を
加
え
、
今
後
の
人
権
教
育
・
啓
発
活
動
に

一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
蕁
0742
―

72
―
１
５
１
０
）
へ
。
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農
地
転
用
申
請
等
の
受
付
日
の
変
更

市
街
化
調
整
区
域
内
・
都
市
計
画
区
域

外
農
地
の
転
用
申
請
等
の
受
付
は
、
毎
月

25
日
〜
月
末
で
す
が
、
11
月
分
は
、
11
月

18
日
貊
〜
11
月
25
日
貊
、
12
月
分
は
、
12

月
20
日
貂
〜
12
月
26
日
豺
に
変
更
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。

市
営
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
入
居
者
を
募
集

募
集
住
宅
…
第
18
号
市
営
住
宅
（
六
条

西
一
丁
目
）
一
般
向
２
戸
、
第
20
号
市
営

住
宅
（
松
陽
台
一
丁
目
）
一
般
向
２
戸
、

第
１
号
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅（
三
条
本
町
）

一
般
向
２
戸
。
第
18
号
市
営
住
宅
は
高
齢

者
等
の
場
合
、
単
身
者
も
申
し
込
み
可

▼
申
し
込
み
…
住
宅
課
、
西
部
・
北
部
出

張
所
及
び
行
政
セ
ン
タ
ー
で
11
月
１
日
〜

15
日
に
配
布
す
る
入
居
申
し
込
み
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
11
月
15
日
必
着
で
郵

送
　
▼
抽
選
…
11
月
22
日

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
。

障
害
者
控
除
対
象
者
の
認
定

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や

認
知
症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当

し
、「
身
体
障
が
い
者
又
は
知
的
障
が
い

者
に
準
ず
る
」
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

所
得
税
や
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
市
が

発
行
す
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
必
要
で
す
。

【
必
要
書
類
】
申
請
書
・
医
師
の
意
見
書

【
注
意
】
今
年
中
に
満
65
歳
以
上
に
な
る

人
が
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
今
年
中
に
死

亡
し
た
場
合
は
死
亡
時
点
で
の
判
定
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
に
よ
る
認
定
用
意

見
書
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
規
定
の
文

書
作
成
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
注
意
】

障
害
者
控
除
前
で

非
課
税
の
場
合
は
、

障
害
者
控
除
認
定
を

受
け
て
も
税
の
還
付
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
す
で
に
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
申
請
は
不
要

で
す
。

く
わ
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
へ
。

特
別
弔
慰
金
を
支
給

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
４
月

１
日
現
在
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等

を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回

特
別
弔
慰
金
と
し
て
40
万
円
の
10
年
償
還

の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺

族
一
人

漓
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　
滷
戦
没
者
等
の

子
　
澆
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
、

か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
（1）

父
母
（2）
孫
（3）
祖
父
母
（4）
兄
弟
姉
妹
　
潺
澆

以
外
の
（1）
父
母
（2）
孫
（3）
祖
父
母
（4）
兄
弟
姉

妹
　
潸
漓
〜
潺
以
外
で
、
戦
没
者
等
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

【
手
続
き
期
間
】
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で【問
い
合
わ
せ
】
福
祉
総
務
課
へ
。

緑
の
相
談
窓
口

緑
化
推
進
を
め
ざ
し
、
樹

木
医
の
協
力
で
樹
木
に
関
す

る
無
料
相
談
を
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
17
日
貅
、

12
月
15
日
貅
午
前
９
時
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守
ろ
う
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
　
毎
月
17
日
は
「
子
ど
も
安
全
の
日
」
で
す

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 - 1111豎

▼
と
こ
ろ
…
農
林
課
　
▼
申
し
込
み
…
往

復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
相
談
内
容
（
概
略
）
・
相
談
希

望
日
を
書
い
て
、
11
月
11
日
ま
で
に
同
課

へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
も
可
（
薨
0742
―
35
―

５
５
５
９
）。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、
会
員
に
な
る
た
め
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
育
児
の

援
助
を
受
け
た
い
依
頼
会
員
と
育
児
の

援
助
を
し
た
い
援
助
会
員
が
、
子
育
て

の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

【
対
象
】
依
頼
会
員
…
１
歳
〜
小
学
６

年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人
　
▼
援

助
会
員
…
育
児
の
経
験
が
あ
る
20
歳
以

上
の
心
身
と
も
に
健
康
で
、
自
宅
で
子

ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人
　
▼

両
方
会
員
…
依
頼
会
員
と
援
助
会
員
を

兼
ね
た
い
人
　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
11

月
26
日
貍
・
西
部
公

民
館
、
11
月
28
日

豺
・
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な

ら
」
の
い
ず
れ
か
。

午
前
10
時
〜
正
午

▼
そ
の
他
…
援
助

会
員
及
び
両
方
会
員
は
、
後
日
開
催
の

講
習
会
を
受
講
し
て
も
ら
い
ま
す
。
会

員
登
録
に
は
、
顔
写
真
（
縦
３
㎝
×
横

2.5
㎝
）
２
枚
・
印
鑑
を
持
参
　
▼
申
し

込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0742
―
34
―
３

３
０
５
）
へ
。
託
児
（
就
学
前
）
希
望

は
１
週
間
前
ま
で
。

大
和
都
市
計
画
用
途
地
域
変
更
案

に
関
す
る
公
聴
会

県
で
は
、
大
和
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更
案
に
関
す
る
公
聴
会
を
次
の
と
お
り

開
き
ま
す
。

【
と
き
】
11
月
19
日
貍
午
後
１
時
半

【
と
こ
ろ
】
平
群
町
商
工
会
館
（
生
駒
郡

平
群
町
福
貴
）

【
対
象
地
域
】
奈
良
市
、
平
群
町
（
奈
良

市
に
お
い
て
変
更
を
予
定
し
て
い
る
箇
所

は
、
別
図
の
と
お
り
）

こ
の
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

希
望
す
る
人
（
た
だ
し
関
係
市
町
の
住
民

そ
の
他
の
利
害
関
係
者
に
限
り
ま
す
。）

は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
記
載

し
た
公
述
申
出
書
を
、
11
月
14
日
必
着
で

県
都
市
計
画
課
（
〒
630-

8501
登
大
路
町
30
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。公
述
申
出
書
は
、

県
都
市
計
画
課
と
市
役
所
都
市
計
画
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
更
案
は
11
月
１
日
か
ら
公
聴
会

前
日
ま
で
執
務
時
間
内
に
、
県
都
市
計
画

課
（
対
象
地
域
全
域
）、
市
役
所
都
市
計

画
課
（
奈
良
市
内
の
み
）
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
案
の
概
要
を
公
開
し
ま
す
。な
お
、

公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合

は
、
公
聴
会
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
（
蕁
0742

―
27
―
７
５
２
０
）
ま
た
は
市
役
所
都
市

計
画
課
へ
。

済
美
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

京
終
文
化
祭

と
き
…
11
月
５
日
貍
・
６
日
豸
午
前
10

時
〜
午
後
４

時
　
▼
内
容

…
地
域
文
化

サ
ー
ク
ル
の

発
表
会
・
リ

サ
イ
ク
ル
品

な
ど
の
販
売
。

新
た
に
選
挙
人
名
簿
な
ど
に

登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
の
縦
覧

新
し
く
奈
良
市
の
選
挙
人
名
簿
と
在
外

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
記
載
し

た
書
面
を
、次
の
よ
う
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

と
き
…
12
月
３
日
貍
〜
７
日
貉
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
含
む
）

▼
と
こ
ろ
…
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
北
棟
３
階
）

く
わ
し
く
は
、
同
事
務
局
へ
。

大
和
都
市
計
画
用
途
地
域

変
更
案
に
関
す
る
公
聴
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
説
明
会
受
講
者
募
集

済
美
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

〒
630-

8141
南
京
終
町
二
〇
一
ー
一
二

蕁
〇
七
四
二
―
二
四
ー
五
八
九
九

新
た
に
選
挙
人
名
簿
な
ど
に

登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
の
縦
覧

市ボランティア・ＮＰＯとの協働のあり方
に関する指針案がまとまりましたので、みな
さんの意見を募集します。
くわしくは市ホームページに掲載しています。

【応募方法】
「奈良市ボランティア・ＮＰＯとの協働のあり
方に関する指針案に対する意見」と明記し、
住所、氏名、ご意見を書いて、郵送、ファク
シミリ（薨０７４２－３４－４７３１）または、
Ｅメール（siminseikatu@city.nara.nara.jp）で11
月30日までに、市民サービス課へ。意見への
個別回答はできません。

パブリックコメント募集



家
庭
教
育
講
演
会

家
庭
で
の
教
育
の

悩
み
や
不
安
を
解
消

し
て
も
ら
お
う
と
開

き
ま
す
。

と
き
…
11
月
24
日

貅
午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
と
こ
ろ
…
西

部
公
民
館
（
学
園
南
三
丁
目
）

▼
講

師
・
演
題
…
臨
床
心
理
士
の
窪
田
容
子

さ
ん
「
思
春
期
の
我
が
子
と
、
ど
う
付

き
合
う
？
」

▼
定
員
…
80
人
　
▼
申

し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11

月
15
日
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
。

人
権
草
の
根
講
演
会

東
部
Ⅰ
（
田
原
・
水
間
）

と
き
…
11
月
15
日
貂
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
田
原
公
民
館
　
▼
講
師
・
演

題
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
の
人
権
総
合
研

究
所
理
事
長
の
白
須
洋
子
さ
ん
「
文
字
と

こ
と
ば
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
育
て
よ
う
」

東
部
Ⅱ
（
柳
生
・
大
柳
生
・
東
里
・
狭
川
）

と
き
…
11
月
29
日
貂
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
興
東
公
民
館
　
▼
講
師
・
演

題
…
元
山
添
村
立
山
添
中
学
校
長
の
西
谷

昇
さ
ん
「
い
の
ち
輝
く
」

中
部
Ⅰ
（
椿
井
・
飛
鳥
・
済
美
・
大
宮
）

と
き
…
12
月
６
日
貂
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
中
部
公
民
館
　
▼
講
師
・
演

題
…
県
市
町
村
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
連

協
事
務
局
長
の
成
田
進
さ
ん
「『
人
権
』

こ
の
響
き
を
宝
に
」

【
申
し
込
み
】
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
教
育
課
へ
。

人
権
教
育
地
区
別
研
修
会

ち
ょ
っ
と
ま
わ
り
を
見
わ
た
せ
ば

〜
気
づ
き
か
ら
行
動
へ
〜

1234567891011
研
修
方
法
…
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合

い
学
習
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日
直
接

会
場
へ
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
社
会
教
育
課
へ
。

子
ど
も
安
全
の
日
の
集
い

と
き
…
11
月
17
日
貅
午
後
２
時
〜
４
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
学
園
前
ホ
ー
ル
（
学
園

南
三
丁
目
）

▼
内
容
…
標
語
優
秀
作
品

の
表
彰
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
子
ど
も
の
危
険
回

避
研
究
所
所
長
の
横

矢
真
理
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
み
ん
な
で
取

り
組
む
子
ど
も
の
安

全
」

▼
定
員
…
100

奈良しみんだより
平成17年（2005年）11月

14

市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 - 1111豎 お知らせ

児
童
手
当
（
０
歳
〜
小
学
３
年
生
修
了
前
の
児
童
が
対
象
・
所
得
制
限
あ
り
）
の
申
請
は
お
早
め
に
。
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

地
区
名
（
時
間
）
と
こ
ろ

と
き

平
城
（
午
後
２
時
〜
３
時
50
分
）

平
城
公
民
館

11/18
貊

東
市
（
午
後
２
時
〜
３
時
50
分
）

東
市
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

11/25
貊

富
雄
（
午
後
７
時
〜
８
時
50
分
）

富
雄
公
民
館
元
町
分
館

12/1
貅

鳥
見
（
午
後
２
時
〜
３
時
50
分
）

富
雄
公
民
館

12/2
貊

都
祁
（
午
後
７
時
〜
８
時
50
分
）

都
祁
小
学
校

12/3
貍

家
庭
教
育
講
演
会

人
権
草
の
根
講
演
会

人
権
教
育
地
区
別
研
修
会

子
ど
も
安
全
の
日
の
集
い

◆即日HIV抗体検査・エイズ相談
【とき】12月２日貊午後６時～７時半、３日貍午後１時半～３時　
【ところ】市保健所（西木辻町）
【内容】相談、血液検査（約１時間後に結果説明）
【申し込み】予約制。電話で事前に市保健所保健予防課へ
※予約・検査・相談ともに匿名で受けられます
※追加確認検査が必要な場合があります（結果は約１週間後）
◆エイズ展（パネル展示・パンフレット配布）
11月29日貂～12月22日貅 市役所１階連絡通路、
11月30日貉～12月９日貊 西部公民館（学園南三丁目・月曜日を除く）

12月１日は

世界エイズデー

＜エイズ相談・ＨＩＶ抗体検査＞
市保健所では、エイズに関する相談やＨＩＶ抗体検査を匿名で行っ

ています。感染の不安があるときは、まず相談・検査を受けましょう。
◎エイズ相談 電話又は来所で随時
◎ＨＩＶ抗体検査
とき…毎週金曜日午前９時～11時　蜷内容…相談、血液検査（１週

間後以降に医師・保健師から結果説明）

【問い合わせ】市保健所保健予防課（蕁０７４２－２３－６１７３）へ。

エイズ･･･
あなたは「関係ない」と思っていませんか？

平成16年12月末現在、全国でHIV感
染者は6,528人、AIDS患者は3,258人で、
１年間で新たに、HIV感染者が748人、
AIDS患者が366人報告されました。



人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
代
表

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
応
募
人

数
を
書
い
て
、
11
月
11
日
必
着
で
少
年
指

導
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

音
声
館

わ
ら
べ
う
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ー

奈
良
に
伝
わ
る
、
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
…
11
月
23
日
豢

①
午
前
９
時
45
分
〜
10

時
半
②
午
前
11
時
〜
11

時
45
分
③
午
後
１
時
半

〜
３
時
　
▼
対
象
…

①
・
②
満
２
歳
〜
年
中
組
（
４
歳
児
）
の

子
ど
も
と
保
護
者
二
人
１
組
で
各
40
組
程

度
③
年
長
組
〜
小
学
６
年
生
の
子
ど
も
80

人
程
度
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に

催
し
名
、
①
〜
③
の
別
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月
８
日

必
着
で
同
館
へ
。
一
人
（
①
・
②
は
１
組
）

に
つ
き
、
１
枚
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選

▼
そ
の
他
…
①
・
②
に
同
伴
す
る
年
長
組

以
上
の
子
は
別
室
の
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
へ

（
２
歳
未
満
の
子
は
不
可
）。

東
老
春
の
家

年
忘
れ
素
人
演
芸
大
会
出
演
者
募
集

楽
器
演
奏
・
手
品
・
舞
踊
・
民
謡
・
詩

吟
・
民
舞
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
は

問
い
ま
せ
ん
。

と
き
…
12
月
３
日
貍
午
前
９
時
半
〜
午

後
３
時
半
　
▼
定
員
…
60
歳
以
上
の
人
60

組
（
１
組
１
回
、
持
ち
時
間
４
分
）

▼

申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
種
目
、演
題
、

出
演
人
数
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
グ
ル
ー
プ
出

演
の
場
合
は
全
員
の
氏
名
を
書
い
て
、
11

月
19
日
必
着
で
同
所
へ
。
官
製
は
が
き
持

参
で
直
接
来
館
も
可
。
多
い
場
合
は
11
月

20
日
同
所
で
公
開
抽
選
。
当
日
の
飛
び
入

り
出
演
は
不
可
。

北
老
春
の
家

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
Ｇ
ク
レ
フ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
音
の
贈
り
物
〜

と
き
…
11
月
27
日
豸
午
後
１
時
半
〜
３

時
　
▼
曲
目
…
日
本
の
四
季
、
川
の
流
れ

の
よ
う
に
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
２
ほ
か

▼
対
象
…
60
歳
以
上
の
人
と
そ
の
家
族

▼
申
し
込
み
…
不
要
。当
日
直
接
会
場
へ
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
障
が
い
者
・
児
作
品
展

市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
児
の
、
日
頃

の
制
作
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
19
日
貍
〜
27
日
豸
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
半
。
21
日
、
24
日
は
休
館

▼
展
示
…
写
真
、
絵
画
、
書
道
、
工
芸
、

手
芸

◆
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

障
が
い
を
持
つ
子
ど

も
と
そ
の
家
族
が
集
い

開
催
し
ま
す
。

と
き
…
12
月
４
日
豸

午
前
10
時
〜
正
午
（
受

付
は
午
前
９
時
半
〜
）

▼
対
象
…
18
歳

以
下
の
障
が
い
を
持
つ
人
と
そ
の
家
族

▼
内
容
…
ゲ
ー
ム
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
登

場
な
ど
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日
直

接
会
場
へ
。

◆
ダ
ン
ス
・
パ
ラ
ダ
イ
ス

一
九
六
〇
・
七
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
ッ

プ
ス
を
バ
ン
ド
演
奏
し

ま
す
。
ド
リ
ン
ク
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き
…
12
月
10
日
貍
午
後
６
時
〜
８
時

▼
対
象
…
今
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上

の
障
が
い
者
と
健
常
者
120
人
（
介
護
者
含

む
）

▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
用
紙
か
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
）
番
号
、
障

が
い
の
有
無
（
有
り
の
場
合
は
種
別
と
等

級
）
を
書
い
て
、
11
月
29
日
必
着
で
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
参
加
者
に
整
理
券
を
発
行

▼
そ
の
他
…
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
み
ど
り

号
（
東
・
西
）
を
午
後
８
時
20
分
に
臨
時

運
行
。

◆
障
が
い
者
職
業
相
談

と
き
…
12
月
９
日
貊
午
後
１
時
半
〜

▼
対
象
…
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
に
行
っ

た
こ
と
の
な
い
障
が
い
者
　
▼
相
談
員
…

奈
良
公
共
職
業
安
定
所
専
門
相
談
員
　
▼

申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
体
育
館
備
え
付

け
の
用
紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
障
が
い
の
種
別
・
等
級
を
書

い
て
、
11
月
29
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
体

育
館
へ
。
視
覚
障
が
い
者
の
み
電
話
受
付

可
。
多
い
場
合
は
調
整
。

11
月
15
日
〜
30
日
は
国
民
健
康
保
険
料
（
第
6
期
分
）
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な
財
源
で
す
。

お知らせ　月ヶ瀬行政センター蕁07439 - 2 - 0131豎　都祁行政センター蕁0743 - 82 - 0201豎
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音
声
館

〒
630-

8335
鳴
川
町
三
二
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
七
―
七
七
〇
〇

東
老
春
の
家

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
四
―
三
一
五
一

北
老
春
の
家

〒
631-

0805
右
京
一
丁
目
一
―
四

蕁
〇
七
四
二
―
七
一
―
三
五
〇
一

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
七
一
―
〇
七
七
〇

薨
〇
七
四
二
―
七
一
―
〇
七
七
三

成人式（来年１月９日）で決意や感謝などを
「誓いの言葉」として発表する人、「市民憲章」を
朗読する人、式典の司会をする人を募集します。

【定　　員】12月11日豸の事前打合せ、前日のリハ
ーサル（時間未定）、当日の従事に参
加できる男女各２人

【申し込み】往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、年齢、性別を書いて、11月
15日必着で社会教育課へ。多い場合は
抽選。

『新成人代表』を募集

昨年の成人式



奈良しみんだより
平成17年（2005年）11月

16

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き
…
11
月
12
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
同
セ
ン
タ
ー
及
び

東
老
春
の
家
　
▼
内
容
…
ふ
れ
あ
い
作

文
・
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
と
展
示
、バ
ザ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
　
▼
そ
の
他
…

入
場
自
由
。
当
日
直
接
会
場
へ
。
ま
た
、

バ
ザ
ー
の
開
始
時
間
に
つ
い
て
は
同
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

ち
ぎ
り
絵
講
習
会

と
き
…
11
月
27
日
豸
午
後
１
時
〜
３
時

▼
内
容
…
色
紙
で
来
年
の
干
支
「
戌
」
を

作
成
　
▼
対
象
…
母
子
家
庭
の
母
と
子

（
５
歳
〜
高
校
生
ま
で
）
・
寡
婦
30
人
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
中
学
生
以

上
は
一
人
も
可
　
▼
費
用
…
大
人
600
円
、

子
ど
も
300
円
程
度
　
▼
持
ち
物
…
ハ
サ

ミ
・
の
り
・
手
拭
き
　
▼
申
し
込
み
…
往

復
は
が
き
に
講
習
名
、
住
所
、
全
員
の
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11
月

17
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合

は
抽
選
。

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

親
子
・
も
ち
つ
き
と
正
月
飾
り
作
り

と
き
…
12
月
18
日
豸
午
前
９
時
半
〜
午

後
３
時
　
▼
定
員
…
小
学
生
を
含
む
家
族

約
80
人
　
▼
内
容
…
し
め
縄
や
門
松
の
制

作
、
餅
つ
き
　
▼
費
用
…
３
歳
以
上
一
人

500
円
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住

所
、
全
員
の
氏

名
・
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、

11
月
30
日
必
着
で

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー

つ
げ
ま
つ
り

「
自
ら
の
手
で
自
ら
の
祭
り
を
」

と
き
・
内
容
…
11
月
５
日
貍
＝
書
道
、

絵
な
ど
の
作
品
展
示
、
６
日
豸
＝
作
品
展

示
、
各
文
化
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
舞
台
発

表
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
物
産
展
、
も
ち
つ
き
大
会
、
新

米
お
に
ぎ
り
試
食
、芋
ほ
り
体
験
ツ
ア
ー
。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら
　
▼
主

催
…
譛
市
都
祁
地
域
振
興
財
団
　
▼
問
い

合
わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

な
ら
工
芸
館

奈
良
工
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
創
る
よ
ろ
こ
び
使
う
た
の
し
さ
〜

【
と
き
】
特
別
企
画
展
示
は
11
月
３
日
豢

〜
13
日
豸
（
７
日
は
休
館
）、
そ
の
ほ
か

は
11
月
３
日
豢
〜
６
日
豸

【
開
館
時
間
】
11
月
３
日
豢
〜
６
日
豸
は

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
、
８
日
貂
〜
13
日

豸
は
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
（
入
館
は
８

時
半
ま
で
）

◆
特
別
企
画
展
示

◆
制
作
実
演
・
体
験

一
刀
彫
、
陶
芸
、
織
物
（
秋
篠
手
織
・

奈
良
晒
）、
と
ん
ぼ
玉
、
古
楽
面
、
茶
道

具
、
カ
ン
ナ
削
り
、
透
か
し
楽
彫
り
、
筆
、

握
り
墨
。（
カ
ン
ナ
削
り
、
透
か
し
楽
彫

り
、
筆
、
握
り
墨
は
申
し
込
み
不
要
。
そ

の
他
は
、
９
月
号
で
募
集
し
受
付
終
了
）

◆
奈
良
工
芸
品
販
売

一
刀
彫
な
ど
奈
良
工
芸
全
般
の
販
売

◆
工
芸
相
談

現
役
工
芸
作
家
に
よ
る
、
プ
ロ
を
め
ざ

す
人
や
工
芸
品
等
に
関
す
る
相
談
。

写
真
美
術
館

◆
入
江
泰
　
の
眼
を
歩
く

「
土
門
拳
と
入
江
泰
　
の
室
生
寺
」

と
き
…
11
月
26
日
貍
午
前
９
時
半
集

合
、
午
後
４
時
半
解
散
　
▼
行
程
…
同
館

で
展
覧
会
鑑
賞
後
、
バ
ス
で
室
生
寺
へ

▼
定
員
…
成
人
50
人
。
在
勤
も
可
　
▼
講

師
…
室
生
寺
財
務
執
事
の
松
平
雅
之
さ
ん

▼
費
用
…
２
千
円
。
昼
食
は
各
自
。
雨
天

決
行
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
番
号
、在
勤
の
人
は
勤
務
先
を
書
い
て
、

11
月
15
日
必
着
で
同
館
へ
。
１
枚
に
一
人

限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

◆
秋
の
撮
り
方
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

秋
の
景
色
の
撮
り
方
を
解
説
パ
ネ
ル
で

わ
か
り
や
す
く
展
示
し
ま
す
。

と
き
…
11
月
１
日
貂
〜
６
日
豸

▼
申

し
込
み
…
不
要

▼
そ
の
他
…
11
月
３
日

豢
・
６
日
豸
午
後
１
時
・
２
時
・
３
時
、

５
日
貍
午
後
３
時
に
同
館
学
芸
員
に
よ
る

解
説
あ
り
。

市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 - 1111豎 お知らせ

11
月
15
日
〜
30
日
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
3
期
分
）
の
納
期
で
す
。
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ら
工
藝
館

〒
630-
8346
阿
字
万
字
町
一
ー
一
　

蕁
〇
七
四
二
―
二
七
ー
〇
〇
三
三

とき…12月４日豸午後６時　蜷ところ…ならまちセ

ンター（東寺林町） 蜷曲目…清水（しみず）、千鳥

（ちどり） 蜷定員…300人　蜷申し込み…はがき、フ

ァクシミリ（薨０７４２－７２－１３３１）または、
Eメール（nara-bll@m3.kcn.ne.jp）に全員の住所、氏名
（連名可）、年齢、電話番号、託児（１～５歳）希望者
は子どもの氏名、年齢を書いて、11月14日必着で同実
行委員会（〒630-8106 佐保台西町１１４－３市人権啓

発センター内　蕁０７４２－７２－０２２０）へ。多
い場合は抽選。手話あり。

民
衆
の
文
化
を

人
権
の
視
点
で
と
ら
え
た
イ
ベ
ン
ト

文
化
の
夕
べ

狂
言
の
世
界
　

〜
茂
山
狂
言
会
〜
　

（
茂
山
茂
　
他
）

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

〒
630-

1241
阪
原
町
二
五
ー
一

蕁
〇
七
四
二
―
九
三
ー
〇
〇
二
九

都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー

〒
632-

0221
都
祁
白
石
町
一
一
三
三
番
地

蕁
〇
七
四
三
―
八
ニ
―
ニ
一
一
ニ

写
真
美
術
館

〒
630-

8301
高
畑
町
六
〇
〇
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
二
―
九
八
一
一

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8325
西
木
辻
町
一
五
九
ー
二
四

蕁
〇
七
四
二
―
六
一
ー
二
五
五
二

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8113
法
蓮
町
一
七
〇
二
ー
一

蕁
薨
〇
七
四
二
―
二
六
ー
二
二
七
〇



奈良しみんだより
平成17年（2005年）11月

17

な
ら
奈
良
館

世
界
遺
産
公
開
講
座

東
大
寺
の
「
仏
像
・
建
造
物
編
」

1234567

時
間
…
午
後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
定
員

…
全
回
受
講
で
き
る
人
100
人
　
▼
費
用
…

同
館
の
入
館
料
と
し
て
、
一
般
240
円
（
団

体
料
金
扱
い
）
と
資
料
代
300
円
　
▼
申
し

込
み
…
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
11

月
18
日
必
着
で
同
館
へ
。
１
枚
に
一
人
限

り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

杉
岡
華
邨

◆
書
道
文
化
講
座
「
私
の
書
作
50
年
」

と
き
…
12
月
４
日
豸
午
後
２
時
　
▼
内

容
…
奈
良
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
池
田
桂

鳳
さ
ん
に
よ
る
講
演
　
▼
費
用
…
観
覧
料

300
円
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
（shodou@
m
3.kcn.ne.jp

）

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
11
月
25
日
必
着
で
同
館
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
。

◆
作
品
解
説

11
月
12
日
貍
・
26
日
貍
午
後
２
時
か
ら

同
館
学
芸
員
に
よ
る
初
心
者
向
け
の
作
品

解
説
を
し
ま
す
。
当
日
直
接
同
館
へ
。

青
少
年
児
童
会
館

鳥
凧
教
室
　
作
っ
て
飛
ば
そ
う
！

と
き
…
12
月
３
日
〜
来
年
２
月
18
日
の

第
１
・
３
土
曜
日
、
午
前
９
時
半
〜
11
時

半
　
▼
定
員
…
小
学
３
年
〜
中
学
３
年
生

15
人
　
▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
書
い
て
、
11
月
20
日
必

着
で
同
館
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
電
話

も
可
。奈

良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

◆
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
デ
ー
タ
管
理

と
き
…
12
月
５
日
豺
〜
９
日
貊
（
８
日

を
除
く
）
①
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
（
コ

ー
ス
番
号
Ｐ
31
）
②
午
後
２
時
〜
５
時

（
コ
ー
ス
番
号
Ｐ
32
）

▼
内
容
…
デ
ー

タ
テ
ー
ブ
ル
の
作
成
、入
力
画
面
の
作
成
、

ク
エ
リ
ー
の
作
成
な
ど
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

作
成
方
法
　
▼
定
員
…
エ
ク
セ
ル
の
基
本

操
作
が
出
来
る
人
各
20
人
　
▼
費
用
…
４

千
500
円

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

と
き
…
12
月
12
日
豺
午
後
１
時
〜
５
時

（
コ
ー
ス
番
号
Ｓ
21
）

▼
内
容
…
各
種

検
索
サ
イ
ト
を
利
用
し
な
が
ら
目
的
の
情

報
を
探
し
出
す
方
法
や
利
用
す
る
上
で
の

注
意
事
項
　
▼
定
員
…
20
人
　
▼
費
用
…

800
円

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
習
名
、

コ
ー
ス
番
号
、
開
催
月
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
職
業
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
11
月
15
日
必
着
で
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
１
枚
に
一
人
１
講
習
限
り
。

同
一
内
容
の
講
習
の
複
数
応
募
は
不
可
。

多
い
場
合
は
抽
選
。

◆
経
営
相
談

と
き
…
11
月
９
日
貉
午
後
１
時
〜
４
時

▼
内
容
…
中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る
経

営
･
経
理
、
開
業
･
転
業
、
法
人
成
り
の

手
続
き
、
融
資
、
事
務
の
電
算
機
処
理
・

Ｐ
Ｏ
Ｓ
導
入
、
人
材
育
成
、
安
全
管
理
な

ど
経
営
関
係
の
相
談
。
秘
密
厳
守
。

あ
す
な
ら

◆
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
な
ら

「
な
ら
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加

す
る
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表

と
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
女
性
問

題
を
考
え
ま
す
。

と
き
…
11
月
26
日
貍
午
後
１
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ
…
北
部
会
館
市
民
文
化
ホ
ー
ル

（
右
京
一
丁
目
）

▼
定
員
…
200
人
　
▼

内
容
…
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
、
み
ん
な
で

唄
お
う
、
バ
レ
エ
披
露
な
ど
　
▼
申
し
込

み
…
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

◆
Ｄ
Ｖ
に
悩
む
男
性
の
た
め
の
一
日
電
話
相
談

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
に
関
す
る
、
男
性
か
ら
の
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
、
専
門
の
相
談

員
が
行
い
ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

と
き
…
11
月
19
日
貍
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
電
話
番
号
…

蕁
0742
―
34
―
１
３
７
８
（
女
性
問
題
相
談

室
）。

お知らせ　月ヶ瀬行政センター蕁07439 - 2 - 0131豎　都祁行政センター蕁0743 - 82 - 0201豎

11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実
施
期
間
で
す
。

講
師
・
内
容

と
き

京
都
大
学
工
学
部
助
教
授
の
山
岸
常
人
さ
ん

「
東
大
寺
の
建
造
物
」

12/3
貍

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
の
井
上
一
稔
さ
ん

「
天
平
時
代
の
彫
刻
」

12/11
豸

奈
良
大
学
文
学
部
教
授
の
三
宅
久
雄
さ
ん

「
鎌
倉
時
代
の
彫
刻
」

12/18
豸

①おん祭への招待
とき…12月３日貍午前９時半～午後３時頃　蜷ところ

…春日大社感謝・共生の館　蜷内容…講演、野外学習
蜷定員…200人　蜷費用…2,000円（食事付き） 蜷締め
切り…11月30日　
②子ども大名行列の参加者募集
とき…12月17日貍。練習あり　蜷定員…小学４年生以

上で身長130㎝以上の男女60人　蜷費用…4,000円　蜷締
め切り…11月10日
③お渡り式の参加募集
とき…12月17日貍 蜷

定員…18歳以上の健康な
人30人　蜷費用…3,000円
蜷締め切り…11月26日
④お稚児さん募集
とき…12月17日貍正午～午後２時半頃　蜷対象…３歳

～小学３年生　蜷費用…5,000円　蜷締め切り…12月２日
【申し込み】①は往復はがき、②③は官製はがきに住所、
氏名、年齢、電話番号、参加人数を、④は観光センター
に備え付けの用紙に必要事項を書いて、費用を添えて各
締め切り日までに同センター（〒630-8228上三条町２
３－４　蕁０７４２－２２－３９００）へ。多い場合は抽選。

おん祭に参加しませんか

青
少
年
児
童
会
館

〒
630-

8325
西
木
辻
町
二
〇
〇

蕁
〇
七
四
二
―
二
二
ー
七
〇
三
七

な
ら
奈
良
館

〒
630-

8215
東
向
中
町
二
八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
四
・
五
階

蕁
〇
七
四
二
―
二
二
―
七
〇
七
〇

杉
岡
華
邨
書
道
美
術
館

〒
630-

8337
脇
戸
町
三
　

蕁
〇
七
四
二
―
二
四
―
四
一
一
一

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
―
一

蕁
〇
七
四
二
―
二
七
―
九
四
〇
〇

薨
〇
七
四
二
―
二
七
―
九
四
〇
一

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な
ら
」

〒
630-

8122
三
条
本
町
八
―
一
　

蕁
〇
七
四
二
―
三
四
―
一
五
二
五

薨
〇
七
四
二
―
三
三
―
六
九
三
八



ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

市
ス
キ
ー
協
会
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
来
年
１
月
５
日
貅
〜
７
日
貍

▼
と
こ
ろ
…
ハ
チ
伏
ス
キ
ー
場
（
兵
庫
県
）

▼
定
員
…
小
学
３
年
〜
中
学
生
60
人
　
▼

費
用
…
３
万
５
千
円
。
貸
ス
キ
ー
・
リ
フ

ト
代
は
別
途
必
要

▼
申
し
込
み
…
は
が

き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
学
校

名
、
学
年
、
性
別
、

電
話
番
号
、
保
護
者

名
（
捺
印
）
を
書
い

て
、
11
月
24
日
必
着

で
市
ス
キ
ー
協
会
の
小
鍛
冶
光
弘
さ
ん

（
〒
630-

8033
五
条
四
―
二
一
）
へ
。
兄
弟
、

姉
妹
、
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
は
１
枚
の
は

が
き
に
連
名
で
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
参

加
者
に
は
後
日
説
明
会
あ
り
。
高
校
生
以

上
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
も
募

集
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
協
会
の
中
谷
要

さ
ん
（
蕁
0743
―
56
―
４
８
４
５
）
へ
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権

市
陸
上
競
技
協
会
と
鴻
ノ
池
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
23
日
豢
午
前
11
時
受
付

▼
と
こ
ろ
…
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
　
▼
種

目
…
50
ｍ
走
、
立
ち
幅
跳
び
、
メ
デ
ィ
シ

ン
ボ
ー
ル
投
げ
　
▼
区
分
…
小
学
１
〜
２

年
生
、
小
学
３
〜
４
年
生
、
小
学
５
〜
６

年
生
、
中
学
生
、
19
歳
以
下
、
49
歳
以
下
、

50
歳
以
上
の
７
ク
ラ
ス
の
男
女
別
　
▼
費

用
…
千
500
円
　
▼
申
し
込
み
…
体
育
課
、

鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
な
ど
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
費
用
を
添

え
て
11
月
11
日
ま
で
に
秋
田
真
介
さ
ん

（
〒
630-

8024
尼
ヶ
辻
中
町
一
〇
―
一
二
）
へ
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
の
萩

田
さ
ん
（
蕁
0742
―
52
―
８
０
３
７
）
へ
。

平
城
京
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

市
陸
上
競
技
協
会
・
市
民
走
ろ
う
会
が

開
き
ま
す
。

と
き
…
来
年
１
月
８
日
豸
午
前
10
時
ス

タ
ー
ト
。
雨
天
決
行
　
▼
集
合
場
所
…
平

城
宮
跡
資
料
館
南
側
　
▼
対
象
…
小
学
生

以
上
　
▼
費
用
…
小
学
生
500
円
、
中
学
生

以
上
千
500
円
　
▼
種
目
…
2.5
㎞
（
小
学

生
）、
５
㎞
・
10
㎞
（
男
子
39
歳
以
下
・

40
歳
〜
59
歳
・
60
歳
以
上
、
女
子
39
歳
以

下
・
40
歳
以
上
）

▼
申
し
込
み
…
体
育

課
、
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
な
ど
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
費
用

を
添
え
て
郵
便
振
替
で
12
月
８
日
ま
で
に

▼
問
い
合
わ
せ
…
市
陸
上
競
技
協
会
の
源

さ
ん
（
蕁
0742
―
43
―
４
７
５
３
）
へ
。

ソ
フ
ト
＆
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

市
教
育
委
員
会
・
市
体
育
指
導
委
員
協
議

会
（
東
部
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
10
日
〜
12
月
22
日
の
毎
週
木

曜
日
（
11
月
24
日
を
除
く
）、
午
後
７
時

〜
９
時
。
当
日
参
加
も
可
　
▼
と
こ
ろ
…

都
祁
体
育
館
（
都
祁
白
石
町
）

▼
問
い

合
わ
せ
…
都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー
（
蕁
0743
―

82
―
２
１
１
２
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

〈
一
般
開
放
〉

◆
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）

と
き
…
11
月
13
日
豸
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
種
目
…
陸
上

競
技
（
投
て
き
は
不
可
）

◆
中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）

と
き
・
種
目
…
11
月
19
日
貍
・
卓
球
、

12
月
10
日
貍
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
▼
時
間

…
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
は
午
前
９
時
〜
10
時
、
午
後
１
時

〜
２
時
に
直
接
会
場
へ
）

〈
学
校
５
日
開
放
〉

中
央
第
２
体
育
館
（
法
蓮
町
）

と
き
…
12
月
10
日
貍
午
前
９
時
半
〜
11

時
半
（
受
付
は
午
前
９
時
〜
９
時
半
に
直

接
会
場
へ
）

▼
対
象
…
小
学
生
　
▼
種

目
…
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
　

【
そ
の
他
】
競
技
場
で
は
運
動
靴
を
、
体

育
館
で
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
必
ず
使
用

の
こ
と
。
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
不
可
。

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
体
育
館
（
蕁
0742
―

24
―
１
５
０
１
）
へ
。

市
民
体
育
大
会
（
綱
引
競
技
）

と
き
…
12
月
18
日
豸
午
前
９
時
半
受
付

▼
と
こ
ろ
…
南
部
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
体
育
館
（
杏
町
）

▼
対
象
…
小
学
生
以

上
。
在
勤
・
在
学
も

可
　
▼
種
目
…
一
般

男
子
の
部
（
選
手
８

人
）、
一
般
女
子
の
部
（
選
手
８
人
）、
男

女
混
合
の
部
（
男
女
各
４
人
）、
小
学
生
の

部
（
選
手
８
人
・
高
学
年
を
基
本
と
し
、

男
女
を
問
わ
ず
）。
補
欠
は
２
人
ま
で
登
録

可
　
▼
申
し
込
み
…
体
育
課
、
鴻
ノ
池
陸

上
競
技
場
な
ど
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
12
月
５
日
必
着
で
同

課
へ
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
綱
引
協
会
の
中

峯
さ
ん
（
蕁
0742
―
26
―
６
５
０
６
）
へ
。

西
部
生
涯
プ
ー
ル

水
泳
教
室

1234567891011121314151617申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
学
校
園
名
、
学
年
、
電
話
番

号
、
部
と
コ
ー
ス
名
（
第
２
希
望
ま
で
記

入
）
を
書
い
て
、
11
月
14
日
必
着
で
同
プ

ー
ル
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
受
講
時
に

健
康
診
断
書
が
必
要
。
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市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁0742 - 34 - 1111豎 お知らせ

市
民
体
育
大
会

（
綱
引
競
技
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

ス
ペ
シ
ャ
ル

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＆

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

平
城
京
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

部小学生

小学生
各コース40人
在学も可

午後５時～６時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

園児・小学生 園　児 成　人

時間

定員

期間
・
費用

○月曜日コース…原則として１/16～３/13（９回）11,340円

○火曜日コース…原則として１/17～３/14（９回）11,340円

○木曜日コース…原則として１/12～３/16（10回）12,600円

○金曜日コース…原則として１/13～３/17（10回）12,600円

コース

４・５歳児と
小学生
各コース40人
在学・在園も可

午後４時～５時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

４・５歳児
各コース40人
在園も可

午後３時～４時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

18歳以上
各コース35人
在勤・在学も可

午後１時～２時

金
曜
木
曜
火
曜
月
曜

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
屋
内
温
水
プ
ー
ル

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
〇
七
四
二
―
五
一
ー
一
五
二
一

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル



市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
教
育
委
員
会
・
市
体
育
指
導
委
員
協

議
会
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
19
日

貍
午
後
１
時
　
▼
と

こ
ろ
…
鴻
ノ
池
陸
上

競
技
場
（
法
蓮
町
）

▼
内
容
…
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
ゴ
ル
フ
　
▼
申
し
込
み
…
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
（
参
加
者
全
員
）
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番

号
（
代
表
者
）

を
書
い
て
、

11
月
16
日
必

着
で
体
育
課

へ
。

お知らせ　月ヶ瀬行政センター蕁07439 - 2 - 0131豎　都祁行政センター蕁0743 - 82 - 0201豎
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11月 燃やせないごみの収集日 
（月ヶ瀬、都祁などの譁市清美公社の収集地域を除きます） 

17日貅 

18日貊 

燃やせるごみが 
火・金曜の収集地域 

月・木曜の収集地域 
※ごみカレンダーで収集日を
確認して出してください。 

11月は児童虐待防止推進月間です
次のようなことに気づいたら虐待が疑われます。
●叩く音や叫び声が聞こえる　
●不自然な傷が多い
●衣服や身体の清潔が保たれていない
●小さな子どもを置いて頻繁に外出している

このような時は、児童課か県中央こども家庭相談センタ
ー（紀寺町、蕁０７４２―２６―３７８８）に連絡、相談
してください。「虐待でなかったらどうしよう」と不安を
感じる必要はありません。同センターでは、専門の職員が
調査・指導し、必要な場合は子どもを緊急に保護したり、
施設入所させたりします。連絡した人の秘密は守ります。
あなたの一報が子どもの命を救います。ぜひ協力してくだ
さい。

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
が
開
き
ま
す
。

1234567891011121314151617181920212223242526

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・
コ

ー
ス
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
名
を
書
い
て
、

11
月
18
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場

合
は
抽
選
。
受
講
時
に
健
康
診
断
書
が
必
要
。

教室名（回数） とき（丸数字はコース番号） 定員（費用）
１/16～３/20の原則として毎週月曜日
漓午前10時～11時滷午前11時半～午後零時半澆午後２時～３時

１/17～３/28の原則として毎週火曜日
潺午前10時～11時潸午前11時半～午後零時半澁午後２時～３時

１/13～３/17の原則として毎週金曜日
澀午前10時～11時潯午前11時半～午後零時半潛午後２時～３時

腰痛、肩凝り等を改善した
い成人各15人（3,600円）

50歳以上各20人
（8,700円）

成人女性各10人（5,600円）
＊ダンベルとチューブを
使った簡単な体操
（用具は用意します）

１/13～３/17の原則として毎週金曜日
漓午後１時半～２時半滷午後２時45分～３時45分

１/16～３/20の原則として毎週月曜日
漓午前11時～正午滷午後１時～２時

１/13～３/17の原則として毎週金曜日潸午前11時～正午

中・高齢者
水中

ウォーキング
教室（10回）

成人女性
ダンベルチューブ
体操教室（10回）

１/17～３/28の原則として毎週火曜日
澆午前11時～正午潺午後１時～２時

ソフトストレッチ
ング教室（10回）

西
部
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0052
中
町
四
八
六
○

蕁
〇
七
四
二
―
五
二
ー
〇
一
〇
〇

市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

◎大型ごみの申し込みが殺到します
大型ごみは、受付専

用電話に申し込んでく

ださい。休日明けや午

前中、12月に入ると
電話が集中し、つなが
りにくくなります。余
裕をもって週の後半や正午以降に電話してください。

大型ごみ申し込み専用電話 蕁０７４２－７１－９０１１

清美公社収集区域の専用電話 蕁０７４２－３３－８７８２

◎11月3日（文化の日）、23日（勤労感謝の日）
も業務を行います
通常どおり、ごみの収集を行います。朝７時半まで
にごみを出してください。また、大型ごみの電話申
し込みも受け付けます。受付時間は午前８時～午後
３時です。

【問い合わせ】

環境清美第一事務所　蕁０７４２－７１－３０１２

市の行事で、元気な姿を見せる子どもたち（本文とは関係ありません）。

ごみの収集に関するお知らせ



小中一貫教育研究発表会
新たに取り入れた英会話科・情報科・郷土なら

科と、９年間の連続性を生かした取り組みなどの
発表を行います。

とき…12月９日貊
午前９時半～午後３

時45分　蜷ところ…

田原小中学校　蜷内

容…公開授業、研究

発表、講演会　蜷申し込み…はがきに「小中一貫
教育研究発表会参加希望」、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号を書いて、11月18日必着で学校教育課へ。

一条高等学校人文科学コース
市民公開フォーラム

「薫
にほ

いたつ平城
な ら

の都と万葉の華！」をテーマ
に、なら教育週間事業として開きます。
とき…12月10日貍午後零時半　蜷ところ…学

園前ホール（学園南三丁目） 蜷講師…奈良大
学名誉教授の水野正好さん、奈良文化財研究所
所長の田辺征夫さん、奈良大学文学部教授の上
野誠さん　蜷定員…300人　蜷申し込み…不要。
当日直接会場へ　蜷問い合わせ…同高（蕁０７
４２－３３－７０７５）へ。

奈良しみんだより
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平城京展
「発掘調査からみた奈良市東部の考古学」

～奈良市・月ヶ瀬村・都祁村の合併を記念して～

【ところ】埋蔵文化財調査センター

◆展示

とき…11月１日貂～

12月27日貂午前９時～
午後５時（入場は午後
４時半まで）。11月
13・20・27日と12月の
土・日・祝日は休館

蜷内容…発掘調査で出土した市東部の遺跡を、

遺物やパネルで紹介　蜷展示解説…11月19日貍
午前11時　

◆埋蔵文化財講演会

とき…11月19日貍午後１時～４時半　蜷定員

…50人　蜷内容…水間遺跡・別所遺跡群・杣ノ
川遺跡群・都祁ゼニヤクボ遺跡とその周辺の調

査　蜷申し込み…往復はがきに、住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を書いて、11月10
日必着で同センター（〒630-8135大安寺西二丁目
２８１）へ。１枚に一人限り。多い場合は抽選。

【問い合わせ】同センター（蕁０７４２－３
３－１８２１）へ。

学びあい　いい奈良
ま ち

つくろう　なら教育の日

｢古都奈良の文化財｣の世界遺産登録が決まっ
た12月２日にちなみ、この日を「なら教育の日」
と定めています。そこで、21世紀の奈良市の教
育を考えてもらおうと開きます。
【と　き】12月２日貊午後１時15分～４時半
【ところ】なら１００年会館（三条宮前町）

【内　容】
◎幼稚園児・小学生・中学生・成人の学習発表
◎小学生・中学生の「心に届いた言葉」の発表
◎シンポジウム「教育改革の中で新たな取り組みを」
・学校輝きプランからの発信　
・地域教育ネットワークを　　
・大学と連携した教育を　　
・子どもの居場所づくり
＊手話通訳・要約筆記あり。
【申し込み】不要。当日直接会場へ。
【問い合わせ】教育総務課へ。

なら教育の日記念集会

都祁三陵墓西古墳と
「つげまろくん」

◎なら教育週間 12月2日～8日

なら教育週間関連事業
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◆全国一斉「女性の人権ホットライン」
集中相談
奈良地方法務局、県人権擁護委員連

合会が行います。
とき…11月20日豸午前10時～午後５

時　蜷相談内容…夫・パートナーから
の暴力、職場等でのセクシュアルハラ
スメント、ストーカー行為など。秘密
厳守　蜷相談員…人権擁護委員、弁護
士　蜷電話番号…蕁０７４２－２３－
２１２４、０７４２－２６－３６３０
蜷問い合わせ…同局人権擁護課（蕁０
７４２－２３―５４５７）へ。
◆不動産無料相談会
とき…11月20日豸午前10時～午後４

時　蜷ところ…西部公民館（学園南三
丁目） 蜷内容…土地有効利用、土地
建物売買、不動産税務など　蜷問い合
わせ…ＮＰＯ法人県不動産コンサルテ
ィング協会（蕁０７４２－３４－８４
３２）へ。
◆アテフ・ハリム　
ヴァイオリンリサイタル
とき…11月３日豢午後１時半　蜷と

ころ…秋篠音楽堂（西大寺東町二丁目）
蜷費用…一般3,000円、学生1,500円。当
日は500円増　蜷曲目…愛の挨拶、タイ
スの瞑想曲ほか　蜷問い合わせ…Ａ＆
Ａ ａｒｔの長崎さん（蕁０９０－３６
７８－５４５０、薨０７４２－７０－
５０２５）へ。
◆健康ウォーキング
とき…12月３日貍午前９時～正午

蜷ところ…近鉄平城駅～うわなべ古墳
（古代佐紀みささぎの道約５㎞） 蜷費
用…200円　蜷締め切り…11月15日　蜷
問い合わせ…なら・観光ボランティア
ガイドの会（蕁０７４２－２７－９８
８９、土・日・祝日を除く）へ。

◆なかよしファミリー劇場
とき…11月６日豸①午前11時②午後

１時半　蜷ところ…音声館（鳴川町）
蜷費用…300円　蜷出演・演目…人形劇
団ココン「ねぇおばあちゃん」、猛烈ト
ホホ団「マリオネットだよヤッホー！」
蜷問い合わせ…奈良人形劇連絡協議会
の舟田さん（蕁・薨０７４２－４３－
７７１４）へ。
◆年金・雇用・労務無料相談会
とき…11月６日豸午前10時半～午後

４時半　蜷ところ…イトーヨーカドー
奈良店（二条大路南一丁目）、ジャスコ
奈良南店（南京終町）、奈良ファミリー
（西大寺東町二丁目）、サンタウン高の
原（右京一丁目） 蜷問い合わせ…県
社会保険労務士会事務局（蕁０７４
２－３５－９１００）へ。
◆スキー＆スノーボードスクール
とき…12月28日貉～31日貍３泊４日

蜷ところ…戸狩スキー場（長野県）
蜷定員…小学３年～高校生40人　蜷費
用…38,500円。貸スキーやリフト代は
自己負担　蜷締め切り…12月８日　蜷
問い合わせ…ユースホステル協会奈良
市支部（蕁０７４２－２２－０００４、
月・火・金・土曜の午後１～５時）へ。
◆まつぼっくり少年少女合唱団　
クリスマス・チャリティーコンサート
とき…12月25日豸午後１時　蜷とこ

ろ…グリーンホール（中登美ヶ丘三丁
目） 蜷費用…2,000円　蜷曲目…クリ
スマス・ソングほか　蜷問い合わせ…
音楽の森　あらいあつこオフィス
（蕁・薨０７４２－４１－２６３７）へ。
※収益金の一部はユニセフに寄附します。
◆譖県放射線技師会　
公開講座「脳卒中」
とき…11月６日豸午後１時　蜷とこ

ろ…ならまちセンター（東寺林町）
蜷演題…「脳卒中ってどんな病気？～
急性期の診断と治療～」、「脳卒中の検
査（ＣＴ・ＭＲ、核医学、血管造影）」、
「社会復帰をめざして～慢性期治療とリ
ハビリテーション～」、「脳卒中の予防
～栄養と食生活改善～」 蜷問い合わ
せ…同会事務局（蕁０７０－６１５
０ － ９ ９ ３ １ ・ ホ ー ム ペ ー ジ
http://www.rokuen.or.jp/）へ。

◆「皮膚の日」記念講演会と無料相談会
とき…11月12日貍午後３時　蜷とこ

ろ…学園前ホール（学園南三丁目） 蜷
内容…「皮膚のできもの（腫瘍）と外科
的治療」、「静脈瘤」についての講演、皮
膚科なんでも無料相談会　蜷定員…相談
会のみ先着300人。診療行為はしません
蜷問い合わせ…県医師会皮膚科部会（蕁
０７４４－２２－８５０２）へ。
◆秋の味覚と芸術の秋
とき…11月27日豸午前10時～午後３

時　蜷ところ…黒髪山キャンプフィー
ルド（奈良阪町） 蜷定員…50人　蜷
内容…焼き芋作り、風景スケッチ　蜷
講師…ボーイスカウト指導者、奈良・
人と自然の会　蜷持ち物…弁当、水筒、
画板、タオルなど　蜷費用…800円　蜷
締め切り…11月17日　蜷問い合わせ…
同所運営協議会（蕁０７４２－２６－
４７７７、水・日曜を除く午後１時～
５時）へ。

◆寧楽文化講座シリーズ
とき…11月26日貍午前10時～正午

蜷ところ…奈良高校セミナーハウス
「寶相華」（法蓮町） 蜷講師・演題…
元江崎グリコ㈱中央研究所長の岡田茂
孝さん「大腸の中の微生物」 蜷問い
合わせ…同講座事務局の今西さん（蕁
０７４２－６１―３５２５）へ。
◆盲導犬育成チャリティコンサート
大和の秋の音楽祭～盲導犬と共に～
とき…11月12日貍午後１時半　蜷と

ころ…日本聖公会奈良キリスト教会
（登大路町） 蜷曲目…Ave Maria、庭
の千草、平城山ほか　蜷費用…1,500円
蜷問い合わせ…関西盲導犬協会事務局
（蕁０７５－３８３－５６３８）へ。
◆青葉仁会バザー
とき…11月９日貉午前10時～午後２

時　蜷ところ…中部公民館（上三条町）
蜷内容…手作り、日用品、食料品、不
用品バザー。不用品があればご協力く
ださい　蜷問い合わせ…同会（蕁０７
４２－８１－０４２０）へ。
◆中国語教室（入門・初級コース）
とき・ところ…①毎月第１・３土曜日

の午前10時～11時半、近鉄奈良駅ビル②
毎月第２・４土曜日の午後１時半～３
時、春日公民館のどちらか　蜷費用…１
か月1,000円　蜷問い合わせ…奈良中国
帰国者支援交流会の林さん（蕁０７４
２－６１－６１３７、夜間のみ）へ。

国・県、その他団体などの情報 
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人権・同和問題の解決と人権の確立されたまちづくりのた
め、様々な活動に取り組んでいる人権文化センターがそれぞ
れにテーマを決め、日頃の活動や学習の成果を発表します。

とき ところ・問い合わせ テーマ・主な内容（開催期間中は各センターともパネル・作品展示なども行います）

11/３豢
・４貊

佐保人権文化センター
蕁０７４２－２７－３０１９

創りだそう　未来に向かって～みんなで支えあい共に生きよう～
3日…健康コーナー、模擬店、活動発表

11/４貊
・５貍

大安寺人権文化センター
蕁０７４２－６１－２００９

人権が尊重される地域社会をめざして～広げよう、交流とふれあいの輪～
4日…模擬店、青空市　5日…模擬店、大道芸、子どもみこし、学習発表

11/５貍
・６豸

みかさ人権文化センター
蕁０７４２－２３－４３５６

育もう　人権文化　かおるまち
5日…作品展示、模擬店、青空市　6日…作品展示、三笠子どもふれあい祭り

11/６豸
～８貂

杏人権文化センター
蕁０７４２－６１－２０２９

地域交流を通し、人権と福祉の輪を広げよう～ものづくりからひとづくりへ・そして･･まちづくりへ！～
6日…バンド演奏、幸齢者ふれあい交流会、模擬店、アプリコットファミリー・イベント
7日…健康を考えるつどい、ふるまい　8日…小学校学習発表

11/11貊
～13豸

古市人権文化センター
蕁０７４２－６１－２２３６

共に生きる社会、人権が尊重される社会の実現に向け、福祉と人権のまちづくりをみんなで進めよう
11日…人形劇、お地蔵さんめぐり、ふれあいシネマ　12日…福祉市、陶芸教室、ふるまい、
コンサート　13日…移動動物園、陶芸教室、模擬店、大道芸

11/12貍
・13豸

あすか人権文化センター
蕁０７４２－２３－３４４８

共に考え支えあう人権のまちづくり～高齢者の人権～
12日…ふるまい、模擬店、飛鳥中学校吹奏楽部演奏、小・中学生（KASP）発表会、
子育て講演会　13日…子ども祭り、模擬店、紙芝居、高齢者カラオケ発表会

11/12貍
～14豺

鼓阪人権文化センター
蕁０７４２－２２－７７７６

守ろう人権・咲かそう文化、地域からのまちづくり～交流を深め、連帯感を育もう～
12日…バンド演奏、パフォーマンス、お食事コーナー、あそびコーナー
13日…活動発表、文化・福祉交流コーナー、さわやか交流コンサート

11/13豸
・14豺

辰市人権文化センター
蕁０７４２－６１－２０１６

人権・福祉・共生～安心して住み慣れた地域で共にいきいきと暮らせるまちづくりをめざして～
13日…ふれあい朝市、えっぐコンサート、模擬店、人形劇
14日…模擬店、ぜんざいのふるまい、学習発表

11/18貊
～20豸

横井人権文化センター
蕁０７４２－６１－１０４０

人権と福祉のまちづくり～人と人のつながりを大切に、仲間の輪を広げよう～
19日…みこし、ふるまい、健康コーナー、ものづくりコーナー、カラオケ大会　
20日…模擬店、子ども遊びコーナー、頭の体操コーナー

人権文化フェスタ・文化祭人権文化フェスタ・文化祭人権文化フェスタ・文化祭
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健 康

ぞ
う

歯
の
フ
ッ
化
物
塗
布

４
月
か
ら
対
象
年
齢
が
２
歳
８
か
月
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
の

移
行
期
間
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成
13
年
10
月
〜
平
成
15
年
３
月
生
ま
れ

で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
子
も
来
年
３
月

ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
希
望
者
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
（
多
い
場
合
は
日
程
を

調
整
）。

12345678

・
詳
細
は
通
知
は
が
き
で
知
ら
せ
ま
す

・
来
年
４
月
か
ら
は
平
成
15
年
８
月
以
降

生
ま
れ
の
子
が
対
象
に
な
り
ま
す

【
時
間
】
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
、
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

【
と
こ
ろ
】
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

【
期
間
】
３
歳
、
４
歳
の
各
誕
生
月
ま
で
。

都
合
で
実
施
日
よ
り
早
く
受
け
た
い
人

は
、
申
し
込
み
時
に

そ
の
旨
を
記
入
。

【
申
し
込
み
】
往
復
は

が
き
に
「
フ
ッ
化
物

塗
布
」、
住
所
、
世
帯

主
名
、
電
話
番
号
、

幼
児
名
、
生
年
月
日
を
書
い
て
、
各
締
め

切
り
ま
で
に
健
康
増
進
課
へ
。

【
問
い
合
わ
せ
】
同
課
へ
。

各
種
予
防
接
種

次
の
予
防
接
種
を
個
別
方
式
で
行
い
ま
す

◆
今
月
通
知
す
る
子

ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風

（
三
種
混
合
）
…
平
成
17
年
８
月
生
ま
れ

の
子
　
▼
麻
し
ん
（
は
し
か
）
・
風
し
ん

…
平
成
16
年
11
月
生
ま
れ
の
子

◆
以
前
に
通
知
し
た
子

各
予
防
接
種
を
終
了
し
て
い
な
い
７
歳

６
か
月
未
満
の
子

【
受
け
方
】
通
知
書
を
持
っ
て
取
扱
医
療

機
関
で
接
種
日
を
予
約
し
、
予
診
票
を
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
読
ん
で
、
通
知
書
・
予
診

票
・
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
受
け
て
く

だ
さ
い
。

通
知
書
が
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

転
入
等
の
事
情
で
通
知
書
が
な
い
人
は
、

衛
生
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
予
防
接
種
を
集
団
方
式
で
行
い
ま
す

◆
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種
混
合
）

対
象
…
小
学
６
年
生
。
市
内
各
小
学
校

で
12
月
中
旬
ま
で
実
施
し
ま
す
。

市
外
へ
の
通
学
者
等
で
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
衛
生
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

◆
ポ
リ
オ
予
防
接
種

ポ
リ
オ
予
防
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

を
11
月
中
旬
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
（
日

程
等
は
９
月
号
に

掲
載
）。

対
象
…
生
後
３

か
月
以
上
７
歳
６

か
月
未
満
で
、
ポ

リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を

２
回
服
用
し
て
い

な
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
済
み
の
子

【
問
い
合
わ
せ
】
衛
生
課
へ
。

む
し
歯
予
防
の
た
め
に

フ
ッ
化
物
塗
布

市役所（〒630-8580二条大路南一丁目1-1 蕁0742-34-1111）
市保健所保健予防課（〒630-8325西木辻町200-46  蕁0742-23-6173）
中央保健センター（〒630-8580二条大路南一丁目1-30 蕁0742-34-1111）
月ヶ瀬福祉センター（〒630-2302月ヶ瀬尾山1124  蕁07439-2-0480）
都祁保健センター（〒632-0221都祁白石町1084  蕁0743-82-0341）
総合医療検査センター（〒630-8031柏木町519-5  蕁0742-33-7876）
市立奈良病院（〒630-8305東紀寺町一丁目50-1  蕁0742-24-1251）

各
種
予
防
接
種

持ち物…問診票、母子健康手帳。問診票は11月中旬
に送付します。11月１日以降の転入者などで届かな
い人は当日直接会場へ（４か月児健診は健康増進課
へ連絡） 蜷問い合わせ…市役所健康増進課、月ヶ瀬
福祉センター、都祁保健センターへ。

健診名 内　　容 と　　き 対　象 ところ

4か月児健診 問診、身体計測、内科診察
満４か月になった日から１か
月以内に受診してください

平成17年８月
生まれの子

市内指定
医療機関

乳児健康相談

身体計測、運動発達の観察

育児相談、栄養相談

「ふれあいは絵本から」の話など

11月30日、12月７日・９日・
14日・16日・21日の水・金曜日
受付は午前９時半～10時半

平成17年４月
生まれの子

中央保健
センター

（都祁地区）
12月９日貊
受付は午後１時～１時10分

都祁保健
センター

身体計測、運動発達の観察
育児相談、栄養相談など

（月ヶ瀬地区）
12月21日貉
受付は午前10時～11時

月ヶ瀬福祉
センター

1歳7か月児
健診

身体計測、内科診察、歯科健診、
歯科指導、栄養相談、育児相談

12月８日・15日・22日、来年
１月５日の木曜日
受付は午後１時15分～２時15分

平成16年４月
生まれの子

中央保健
センター

（都祁・月ヶ瀬地区）
12月20日貂
受付は午後１時半～１時45分

平成16年４～
６月生まれの
子

都祁保健
センター

3歳6か月児
健診

視聴覚問診、身体計測、検尿、
歯科健診、内科診察、歯科相談、
栄養相談、育児相談

11月29日、12月６日・13日・
20日の火曜日
受付は午後１時15分～２時15分

平成14年５月
生まれの子

中央保健
センター

来年
３/17
貊

来年
２/17
貊

来年
１/20
貊

12/16
貊

と
き

７
月
生
ま
れ
の
子

６
月
生
ま
れ
の
子

５
月
生
ま
れ
の
子

４
月
生
ま
れ
の
子

対
象（

平
成
14
・
15
年
生
ま
れ
）

来年
２/20

来年
1/20 12/20 11/21

締
め切

り
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Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

対
象
…
接
種
当
日
生
後
３
か
月
以
上
６

か
月
未
満
の
子
　
▼
と
き
…
12
月
７
日

貉
・
14
日
貉
・
19
日
豺
午
後
２
時
〜
２
時

45
分
受
付
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
　
▼
持
ち
物
…
母
子
健
康
手
帳
　

※
次
に
該
当
す
る
子
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

1
2345678910111213141516

【
問
い
合
わ
せ
】
衛
生
課
へ
。

母
親
教
室

1234567

時
間
…
午
前
９
時
半
〜
正
午
　
▼
と
こ

ろ
…
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
定
員
…
40

組
　
▼
費
用
…
テ
キ
ス
ト
代
525
円
　
▼
申

し
込
み
…
11
月
25
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
0742
―
34
―
３
１
４

５
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

出
産
予
定
日
、
同
伴
者
の
続
柄
と
人
数
を

記
入
）
で
健
康
増
進
課
へ
　
▼
問
い
合
わ

せ
…
同
課
へ
。

す
く
す
く
相
談

●
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
…
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
が
い
る

保
護
者
　
▼
と
き
…
11
月
25
日
貊
午
後
１

時
半
〜
４
時
（
一
人
30
分
程
度
）

●
都
祁
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
…
都
祁
・
月
ヶ
瀬
地
区
在
住
の
１

歳
〜
就
学
前
の
幼
児
と
保
護
者
　
▼
と
き

…
12
月
６
日
貂
午
前
９
時
〜
正
午
　

【
内
容
】
心
理
相
談
員
に
よ
る
子
ど
も
の

こ
こ
ろ
の
発
達
に
関
す
る
相
談

【
持
ち
物
】
母
子
健
康
手
帳

【
申
し
込
み
】
電
話
で
健
康
増
進
課
（
中

央
保
健
セ
ン
タ
ー
実
施
分
）、
都
祁
保
健

セ
ン
タ
ー
（
同
セ
ン
タ
ー
実
施
分
・
11
月

18
日
ま
で
）
へ
。
時
間
は
申
し
込
み
時
に

連
絡
。

妊
産
婦
広
場

対
象
…
都
祁
地
区
・
月
ヶ
瀬
地
区
在
住

の
妊
婦
、
出
産
後
１
年
の
産
婦
と
父
・
祖

父
母
な
ど
　
▼
と
き
…
12
月
16
日
貊
午
前

10
時
〜
11
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
都
祁
保
健

セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
交
流
会
、
保
健
師

に
よ
る
相
談
　
▼
申
し
込
み
…
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
0743
―
82
―
０
４
０

９
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

出
産
予
定
日
、
同
伴
者
の
続
柄
と
人
数
を

記
入
）
で
12
月
14
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

へ
。

新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問

対
象
…
妊
婦
、
出
産
後
１
年
未
満
の
産

婦
、
生
後
28
日
ま
で
の
新
生
児
　
▼
内
容

…
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
妊
娠
、出
産
、

育
児
の
相
談
　
▼
申
し
込
み
…
母
子
健
康

手
帳
に
あ
る
妊
婦
は
が
き
か
新
生
児
は
が

き
に
必
要
事
項
を
書
い
て
郵
送
す
る
か
、

電
話
で
健
康
増
進
課
へ
。
訪
問
は
事
前
に

連
絡
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。
物
品
販
売
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

健 康

新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問

す
く
す
く
相
談

結
核
予
防
の
た
め
に

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を

妊
産
婦
広
場

各種がん検診

●胃がん検診
対象…35歳以上の人。妊婦、勤務先などで同様の

検診を受診した人は除く 蜷費用…1,000円
12月　　　受付時間は午前9時半～10時半
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

●肺がん検診
対象…40歳以上の人。妊婦、勤務先などで同様の検
診を受診した人は除く　蜷費用…読影のみは800円、
問診の結果、喀痰検査実施の場合は更に600円

12月 受付時間は午後2時～3時

＊70歳以上と生活保護、市民税非課税世帯の人は無料。
申し込み時に申し出てください。

受診間隔…年１回　蜷申し込み…電話で11月18日まで
に健康増進課へ　蜷その他…検診の結果、精密検査の必
要な人は、すみやかに受診してください。現在治療中の
人、過去に手術を受けた人や精密検査を受けた人は、主
治医に相談してください　蜷問い合わせ…健康増進課へ。

①
接
種
前
の
体
温
が
37
・
５
度
以
上
の
子

②
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
子

③
結
核
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防
接
種
、
外
傷
等
に

よ
る
ケ
ロ
イ
ド
の
認
め
ら
れ
る
子

④
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）、
風
し
ん
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
の
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
４
週
間
、
そ
の
他
の
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
１
週
間
た
っ
て
い
な
い
子

⑤
Ｂ
型
肝
炎
（
Ｈ
Ｂ
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

子
は
、
３
回
完
了
後
１
週
間
あ
け
て
く
だ
さ
い

⑥
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う

そ
う
、
リ
ン
ゴ
病
、
手
足
口
病
の
病
気
が
治
っ
て

か
ら
４
週
間
た
っ
て
い
な
い
子
（
家
族
等
が
こ
れ

ら
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
潜
伏
期
間
を
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

⑦
突
発
性
発
し
ん
が
治
っ
て
か
ら
２
週
間
た
っ
て

い
な
い
子

⑧
そ
の
他
医
師
が
予
防
接
種
を
す
る
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
た
子

母
親
教
室

12/８
貅

12/３
貍

と
き

歯
科
・
栄
養
講
義

（
＊

初
妊
婦
）

沐
浴
実
習
と
講
義

（
＊

初
妊
婦
と
夫
・

祖
父
母
な
ど
）

内
容
（
対
象
）

母
子
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
、
手
鏡
、
タ

オ
ル
、
コ
ッ
プ
な
ど

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な

ど

持
ち
物

＊
妊
娠
16
週
目
以
降
、
両
日
と
も
受
講
で
き
る
こ
と

とき と こ ろ 定員
2貊 休日夜間応急診療所

50人
9貊 古市児童館

16貊 西奈良県民センター

22貅 都祁保健センター

とき と こ ろ 定員
1貅 富雄公民館

40人

2貊 押熊町公民館

5豺 法華寺町集会所

6貂 西部生涯スポーツセンタークラブハウス（丸山一丁目）

7貉 京西公民館

8貅 高の原駅前団地集会所

9貊 中登美団地中央集会所

12豺 西奈良県民センター 60人

13貂 ならまちセンター
40人

16貊 六条緑町集会所

19豺 神殿町第３自治会集会所

60人20貂 三井佐保山住宅集会所

21貉 都祁保健センター

22貅 富雄南公民館

40人26豺 朝日町公民館

27貂 休日夜間応急診療所
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健 康

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象
…
①
接
種
当
日
満
65
歳
以
上
で
奈

良
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
②
接
種
当
日
満

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
免
疫
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程

度
の
障
が
い
の
あ
る
人
　
▼
期
間
…
12
月

28
日
ま
で
　
▼
費
用
…
千
円
。
接
種
回
数

は
一
回
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
衛
生
課
へ
。

詳
細
は
し
み
ん
だ
よ
り
10
月
号
に
掲
載
。

結
核
住
民
検
診

対
象
…
40
歳
以
上
の
人
　
▼
と
き
…
11

月
19
日
貍
午
前
９
時

半
〜
10
時
半
　
▼
と

こ
ろ
…
総
合
医
療
検

査
セ
ン
タ
ー
　
▼
内

容
…
胸
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
　
▼
申
し
込
み
…
前
日
ま
で
に
電

話
で
市
保
健
所
保
健
予
防
課
へ
　
▼
問
い

合
わ
せ
…
同
課
へ
。

歯
っ
ぴ
い
ヘ
ル
ス
教
室

「
8
0
2
0
運
動
」
80
歳
で
20
本
の
歯

を
保
と
う
！

対
象
…
成
人
　
▼
と
き
…
12
月
１
日
貅

午
前
９
時
半
〜
正
午
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
歯
科
医
師
の

講
義
（
歯
周
病
・
虫
歯
の
予
防
）
と
実
習

（
糸
よ
う
じ
・
歯
間
ブ
ラ
シ
の
正
し
い
使

い
方
）

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
書
い
て
、
11
月
24
日
ま
で
に
健
康
増

進
課
へ
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同
課
へ
。

成
人
女
性
の
健
康
相
談

対
象
…
更
年
期
症
状
を
も
つ
女
性
　
▼

と
き
…
11
月
14
日
豺
午
後
１
時
半
〜
４
時

（
一
人
30
分
程
度
）

▼
と
こ
ろ
…
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
助
産
師
に
よ
る

個
別
相
談
　
▼
申
し
込
み
…
電
話
で
健
康

増
進
課
へ
。
時
間
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
。

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
成
人
健
康
相
談

対
象
…
成
人
　
▼
と
き
…
11
月
16
日
貉

午
後
１
時
半
〜
４
時
　
▼
と
こ
ろ
…
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
医
師
に
よ
る

個
別
相
談
。
希
望
者
に
健
康
手
帳
を
配
布
　

▼
申
し
込
み
…
電
話
で
11
月
14
日
ま
で
に

健
康
増
進
課
へ
。

健
康
講
座

早
朝
高
血
圧
の
重
要
性
に
つ
い
て

総
合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
11
月
22
日
貂
午
後
２
時
〜
３
時

25
分
　
▼
と
こ
ろ
…
市
医
師
会
館
（
同
セ

ン
タ
ー
東
隣
）

▼
講
師
…
内
科
医
の
松

島
明
彦
さ
ん
　
▼
申
し

込
み
…
不
要
。
当
日
直

接
会
場
へ
　
▼
問
い
合

わ
せ
…
同
セ
ン
タ
ー

へ
。
手
話
通
訳
あ
り
。

動
物
取
扱
主
任
者
講
習
会
　

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
動
物
取
扱
業

は
登
録
制
と
な
り
、
動
物
取
扱
業
を
経
営

す
る
に
は
動
物
取
扱
主
任
者
が
必
要
で

す
。
新
た
に
店
舗
を
開
こ
う
と
し
て
い
る

人
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
…
12
月
15
日
貅
午
後
１
時
半
〜
４

時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
県
桜
井
総
合
庁
舎

▼
定
員
…
60
人
　
▼
申
し
込
み
…
12
月
２

日
必
着
で
市
保
健
所
生
活
衛
生
課
（
蕁
0742

―
23
―
６
１
７
２
）
へ
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
危
険
動
物
の
飼
養
に
は
許
可
が
必
要
で
す

次
の
特
定
動
物

（
危
険
動
物
）
を
飼
養

す
る
場
合
は
事
前
に

許
可
が
必
要
で
す
。

対
象
動
物
…
サ
ル
、

ク
マ
、
か
み
つ
き
が

め
、
ヘ
ビ
、
ワ
ニ
な

ど
、
人
の
生
命
等
に

危
害
を
加
え
る
恐
れ

が
あ
る
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
。

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
個
別
方
式
）

結
核
住
民
検
診

健
康
講
座

「
高
血
圧
に
つ
い
て
」

い
き
い
き
健
口
ラ
イ
フ

歯
っ
ぴ
い
ヘ
ル
ス
教
室

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

成
人
女
性
の
健
康
相
談

（
更
年
期
）

健

康
不
眠
と
ね
む
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
医
師
会

寝
苦
し
か
っ
た
熱
帯
夜
か
ら
開
放
さ
れ
て

も
、
ま
だ
、
不
眠
や
ね
む
け
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
不
眠
や
ね
む
け
は
、
疲
れ
や
事
故

の
も
と
に
な
る
ば
か
り
か
、
い
く
つ
か
の
病

気
や
ス
ト
レ
ス
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

不
眠
や
ね
む
け
は
、
し
ば
し
ば
以
下
の
よ

う
な
生
活
環
境
や
習
慣
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

①
起
き
る
時
刻
と
寝
床
に
入
る
時
刻
が
不
規

則
な
生
活
②
寝
床
の
中
で
、
読
書
し
た
り
、

回
想
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
観
る
習
慣
③
寝
床

に
入
る
直
前
ま
で
、
運
動
し
た
り
、
繊
細
で

精
神
を
集
中
さ
せ
る
仕
事
を
行
う
習
慣
④
毎

週
２
回
以
上
の
長
時
間
に
お
よ
ぶ
昼
寝
を
す

る
習
慣
⑤
就
寝
前
に
喫
煙
し
た
り
、
ア
ル
コ

ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
む
習
慣
⑥
不
快

な
湿
度
や
温
度
の
も
と
で
、
寝
心
地
の
良
く

な
い
寝
具
で
寝
て
し
ま
う
こ
と
。

こ
れ
ら
は
、
心
地

よ
い
ね
む
り
や
深
い

睡
眠
を
と
る
こ
と
の

妨
げ
に
な
る
ば
か
り

か
、
翌
日
に
ね
む
け

を
来
た
す
悪
い
習
慣

と
い
え
ま
す
。
ま
ず
、

生
活
環
境
や
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
眠
や
ね
む
け
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
眠
や
ね
む
け
は
、
病
気
の
治
療

で
服
用
し
て
い
る
薬
や
、
患
部
の
痛
み
や
発

熱
を
含
む
病
気
そ
の
も
の
、
ス
ト
レ
ス
や
緊

張
、
不
安
定
な
精
神
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
も

起
こ
り
ま
す
。

な
か
な
か
改
善
し
な
い
不
眠
や
ね
む
け
が
あ

れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
取
扱
主
任
者
講
習
会
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交
通
マ
ナ
ー
を

高
め
よ
う

秋
の
交
通
安
全
運
動

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
は
「
秋
の

交
通
安
全
県
民
運
動
」。
今
年
は
、「
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
基
本
に
、
様
々

な
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

二
十
一
日
に
学
園
前
ホ
ー
ル
で
行
っ
た

市
民
決
起
大
会
で
は
、
交
通
安
全
等
に
功

労
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
の
表
彰
式
、
市

立
学
園
南
保
育
園
児
に
よ
る
交
通
安
全
宣

言
、
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
期
間

中
は
交
通
安
全
講
習
や
交
通
安
全
フ
ェ
ア

な
ど
、
市
内
各
地
で
啓
発
活
動
を
行
い
、

交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

おじいちゃん、おばあちゃんを交通事故から守りましょう。

み
ん
な
元
気
で
す
！万

年
青
年
大
行
進
、

市
民
ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会

九
月
は
奈
良
市
の
福
祉
月
間
。
九
月

十
九
日
「
敬
老
の
日
」
に
、
高
齢
者
の

健
康
増
進
・
意
気
高
揚
と
相
互
の
ふ
れ

あ
い
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
恒

例
の
万
年
青
年
大
行
進
を
開
催
し
ま
し

た
。市

消
防
音
楽
隊
を
先
頭
に
、
県
庁
前

公
園
か
ら
近
鉄
奈
良
駅
前
を
通
り
、
中

央
体
育
館
ま
で
の
約
二
・
二
袰
を
、
月

ヶ
瀬
・
都
祁
地
区
か
ら
の
初
参
加
約
百

人
を
含
め
た
万
年
青
年
ク
ラ
ブ
会
員
、

総
勢
約
千
四
百
人
が
元
気
に
行
進
し
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
中
央
体
育
館
で
は
市
民

ふ
れ
あ
い
福
祉
大
会

を
開
催
。
福
祉
や
ま

ち
づ
く
り
等
に
貢
献

さ
れ
た
方
へ
の
感
謝

状
贈
呈
や
、
月
ヶ
瀬

「
尾
山
御
殿
萬

歳
」
・
都
祁
「
吐
山

太
鼓
お
ど
り
」
の
披

露
、
音
楽
療
法
士
ら

に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
ふ
れ
あ
い
バ
ザ

ー
ル
等
が
あ
り
、
約

四
千
人
の
参
加
者
は

福
祉
へ
の
関
心
を
高

め
て
い
ま
し
た
。

吐山太鼓おどり

尾山御殿萬歳

万年青年大行進

九
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
に
、
友

好
・
姉
妹
都
市
で
あ
る
西
安
市
（
中

国
）
・
慶
州
市
（
韓
国
）
の
選
手
団
、
約

二
百
人
を
迎
え
、
親
善
体
育
大
会
を
行
い

ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
鴻
ノ
池
陸
上
競
技

場
で
の
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
、
卓
球
・
ボ

ウ
リ
ン
グ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
・
剣
道
の
各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

親
睦
の
中
に
も
、
真
剣
な
表
情
で
ぶ
つ

か
り
あ
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
試
合

後
に
は
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
し
、
お
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
で

相
互
理
解
と
友
情
を

姉
妹
三
都
市
親
善
体
育
大
会

ボールに集中する選手達

笑顔で握手
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芸
術
の
秋
を

楽
し
も
う
！

奈
良
市
文
化
祭

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の

家
族
、
行
政
、
医
療
、
企
業
、
そ
の
他
の

機
関
の
人
々
に
、
飲
酒
と
酒
害
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
い
か
に
健
康

で
充
実
し
た
生
活
を
し
て
い
く
か
を
考
え

る
た
め
に
、
十
月
十
三
日
に
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
「
お
酒
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？
〜
高
齢
者
と
お
酒
の
問
題
〜
」
を
テ

ー
マ
に
開
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
つ
い

て
の
講
演
、
市
断
酒
会
員
に
よ
る
体
験
談

に
、
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。

お
酒
で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
改
め
て
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
を
見
つ
め
直
し
て
い
ま
し
た
。

お
酒
で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
は
、

市
保
健
所
保
健
予
防
課
（
蕁
0742
―
23
―
６

１
７
３
）
へ
。

お
酒
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
懇
談
会
市
民
大
会

講演を熱心に聞く参加者
アルコール問題について再認識

奈
良
市
文
化
祭
の
一
環
と
し
て
、
十
月

一
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
市
美
術
館
で

「
奈
良
市
美
術
家
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
画
、
洋
画
、
写
真
、
書
、
彫
刻
な
ど

八
十
三
点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

は
一
つ
一
つ
の
作
品
に
興
味
深
く
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

同
文
化
祭
は
、
今
月
末
ま
で
市
内
の
文

化
施
設
で
開
か
れ
、
展
覧
会
・
コ
ン
サ
ー

ト
に
加
え
、
音
楽
団
体
が
写
真
美
術
館
な

ど
へ
出
向
き
、
演
奏
す
る
タ
ウ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
や
、
各
地
区
の
伝
統
芸
能
の
紹
介
・

物
産
展
な
ど
も
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
、
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
し
み
ん
だ
よ
り
十

月
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

奈良市美術家展（市美術館・イトーヨーカドー奈良店５階）
「いろいろな作品があって楽しいです」（来館者談）

日
ご
ろ
の
成
果
と

相
互
の
親
睦
を

市
立
小
学
校
体
育
大
会

十
月
十
八
日
に
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
で
市
立
小
学
校
の
六
年
生
、
三
千
二
百
六
十
二
人

が
一
堂
に
集
ま
り
、
市
立
小
学
校
体
育
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
個
人
競
技
・
団
体
競
技
・
学
校
対
抗
リ
レ
ー
・
全
体
演
技
が
行
わ
れ
、
参
加

し
た
児
童
た
ち
は
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
大
き
な
応
援
に
後
押
し
さ
れ
な
が
ら
、
力
い
っ
ぱ
い

頑
張
り
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
、
小
学
生
と
し
て
の
生
活
体
験
を
積
み
、
相
互
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

開開会会式式

初初参参加加のの55校校
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◆文化の日 舞楽演奏会（春日大社・神苑）

〈奈良テレビ放送ＵＨＦ烱〉
ふれあいのまち奈良（5分番組）…毎週木曜日
午後8時55分
いきいきタウン（17分番組）…毎週土曜日午

後10時10分（再放送は日曜日午前10時55分）

〈ならどっとＦＭ78.4ＭＨｚ〉
フロムなら（10分番組）…毎週月～木曜日午

前11時半～11時40分、毎週金曜日午前11時半
～11時50分、毎日午後6時35分～6時45分
防災メモ（1分番組）…毎日午前8時半、午後

零時半、午後4時半、午後6時半

市
政
広
報
番
組

春日大社神苑内の、池の中の島に張り出した
舞台で、雅楽が公演されます。舞が池に映る様
子は典雅そのものです。
５月５日にも子供の日舞楽演奏会が行われて

います。

一
八
七
三
年
（
明
治
六
）、
角
振
町
に

設
け
ら
れ
た
第
一
大
屯
所
（
添
上
・
山

辺
両
郡
を
管
轄
）
が
、
奈
良
警
察
署
の

は
じ
ま
り
で
あ
る
。
当
時
巡
査
は
邏
卒

ら

そ

つ

と
よ
ば
れ
（
七
五
年
か
ら
巡
査
に
改
称
）、

詰
襟
の
紺
の
洋
服
を
着
て
、
三
尺
（
九

〇
セ
ン
チ
）
の
カ
シ
の
棒
を
も
っ
て
巡

回
し
た
。
七
六
年
（
明
治
九
）、
奈
良
警

察
出
張
所
を
設
置
（
角
振
・
今
小
路
・

木
　
に
警
察
屯
所
を
設
置
）、
興
福
寺
金

堂
を
庁
舎
に
あ
て
た
が
、
翌
年
、
奈
良

警
察
署
と
改
称
（
屯
所
は
分
署
と
改
称
、

手
貝
・
木
　
に
設
置
）、
八
〇
年
（
明
治

一
三
）
東
寺
林
町
の
旧
柳
生
藩
南
都
屋

敷
に
移
り
、
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
末
、

町
の
有
志
が
金
を
出
し
あ
っ
て
建
て
た

角
振
町
の
新
庁
舎
に
入
っ
た
。

一
八
九
八
年
（
明
治
三
一
）
の
市
制

施
行
後
、
派
出
所
や
駐
在
所
が
ふ
え
て

い
っ
た
が
、
大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
、
奈

良
警
察
署
の
陣
容
は
、
警
視
一
、
警
部

一
、
警
部
補
四
、
巡
査
七
九
、
計
八
五

人
に
な
っ
て
い
る
。
警
察
署
は
一
九
三

八
年
（
昭
和
一
三
）
下
三
条
町
に
移
転
、

さ
ら
に
六
九
年
（
昭
和
四
四
）
三
条
大

路
一
丁
目
の
現
在
地
に
移
っ
た
。

警
　
察
　
署

今月の表紙

秋色若草山より
望む大仏殿

（1981年11月撮影）

秋を迎えた若草山で、木々が赤く
色づき始めました。明るい日差しを
受けて黄金色に輝くすすきの穂が、
斜めに走る稜線を際だたせています。
その向こうに大仏殿を配することで、
一つの「奈良を象徴する風景」が完
成するのです。
菅笠
す げ が さ

のような形のなだらかな山が、
三つ重なって見えることから「三笠
山」とも呼ばれ、親しまれている若
草山。入江泰　は背景として或いは
前景として、作品に度々登場させて
います。また、季節を問わず訪れる
重要な撮影ポイントでもありました。

●11月の主な行事・市の催し●

3日（祝） 文化の日舞楽演奏会（春日大社神苑）

5日（土） つげまつり（・6日 都祁交流センター他）

11日（金） 人権を確かめあう日

12日（土） 市民文化フェスティバル（・13日 文化振興課）

13日（日） 慈恩会
じ お ん え

（興福寺）

郎女祭
いらつめさい

（瑜伽
ゆうが

神社）

15日（火） 七五三（市内各神社）

17日（木） 写経会（唐招提寺御影堂）

子ども安全の日

20日（日） 都祁高原マラソン大会（都祁行政センター）

21日（月） ならマイカーひとやすみデー

◆七五三（市内各神社）

宮中や貴族の間で
行われていた、3歳
の 髪 置

かみおき

・ 5 歳 の
袴着
はかまぎ

・7歳の帯解
おびとき

の
儀式に由来するもの
で、子供の健やかな
成長を願って参詣し
ます。



奈良市のホームページ　http://www.city.nara.nara.jp に奈良しみんだよりを掲載しています。

奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
平
成
十
七
年
十
一
月
号
●
編
集
・
発
行
奈
良
市
役
所
広
報
課
電
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